ゴーリキイの家系について by 松本 忠司 & Matsumoto Chuji
(57)
*
ゴ ー リキ イ の 家 系 に つ い て
松 本 忠 司
は じ め に57
1マ ク シ ム ・サ ヴ ァー チ エ ヴ ィチ ・ペ ー シ コフ58
(1)生い た ち … …58/(2)結 婚 お よび そ の 周 辺 … …65/(3)《 上 申
書 》をめ ぐる紛 争 … …70/(4)ア ス トラ ハ ンー 終 焉 の地 … …74
皿 カシー リン家の人び と 76
(1)ヴ ァ シ ー リイ ・ヴ ァ シ ー リエ ヴ ィチ … …76/② ア ク リー ナ 。イ
ヴ ァー ノ ヴ ナ … …82/(3)カ シー リンの 子 供 と親 戚 … …93
皿 家 系 図 別表
は じ め に
作家以前 の・マクシ ム ・ゴー リキイに関す る伝記的研究 には,い まだ未解決
の問題 が少 な くない。なか んず く作家の 《家系 》につい ては,こ れが下層庶
民の家系 であるために 調査にきわ めて 多 くの 困難が伴 い,ま たその近親者
について も資料が乏 し く,従 来 は三部作 その他 の 自伝的作 品や書簡 な どにお
け るゴー リキイ 自身の回想的 言及のほかには,イ ・グル ーズヂ ェフ,'ヴェ ・
ゾロ トニーツキイその他 に よって発見 され た若 干の記録類,お よび同時代人
たちの回想記が存在す るだけで あって,し か もこれ らの資料 自体 たが いに矛
盾す るところが多 く,そ の実相は謎に包 まれ ていた,と い って よい。 したが
って,さ きに私 が発表 した 『ゴー リキイ研究1作 家への道』 において も,
作 家の近親者に関す る叙述に あた っては,論 文の構成上,深 く追求す る
ことは課題 とされ てはいなか ったけれ ど も,一 た とえば,「 確 かな ところ
*本 稿の要旨は日本 ロシヤ文学会1968年度研究発表会(11月17日.早稲田大学
文学部会議室)に おいて報告された。この報告では,時 間的制約もあり,充分意
を尽 くすことが出来なかったので,補筆の上 ここに発表するものである。
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はい まだ知 りえないが」,あ るいは 「具体的な事実を示す 資料がいまだ発見
(1)
されていない現在,そ の真相はわれわれの確かめ得ないところである」 とあ
るように,問 題の解明が今後に残 された課題であることを強調 されねぽな ら
なかった。
最近,ゴ ー リキイ市において新たに,教 会記録類をふ くむ,作 家の近親者
(2)
に関する新資料が発見されたが,こ れ らは上述の問題の追求にとって貴重な
手がか りを与えるものである。この資料を利用 しつつ,従 来知 られていた諸
資料や作家自身の発言によって補いなが ら比較検討 し,ゴ ー リキイの家系研
究におけ る問題点の所在を明らかに し,部分的にではあるけれ ど,そ れ らの
問題を解明 しようとするのが本稿の課題である。
1マ ク シ ム ・サ ヴ ァ ー チ エ ヴ ィ チ ・ペ ー シ コ フ
① 生 い た ち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
「父方の祖父は将校であったが,部下に対する苛酷な仕打ちのために,ニ コラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ 　 　
イー世 に よって降等 させ られ た。 これ は きわめ て 峻 厳 な 性格 の人で,私 の父
は,十 歳 か ら十 七歳 までの あいだに,五 回 も彼 の もとを逃げ 出そ うと したほ ど
で あった。最 終回 目に,父 は身 内の もとか ら永久的 に逃れ ることに成 功 した,
一 父は トボー リス クか らニージ ニイ まで徒 歩で辿 りつ き,こ こで室 内装飾師
(3)
の と ころに弟子入 りした。」(「自伝 」,傍点 一 原文斜体)
「父は,士 官に までな ったが部下に対 して苛 酷す ぎたために シベ リヤへや られ
た兵士 の伜 だ った。そ して,シ ペ リヤの どこかで,私 の父 も生 まれた。 父の生
活 は楽 ではなか った。 ご く年 少の時か ら彼 は家 出 しようと しだ した。 あ る時 な
ど,祖 父 はわが子を見つけ るために,兎 狩 りで もす るように,多 数の犬 を連れ
(1)松 本 忠 司 著 『ゴ ー リキ イ 研 究1作 家 へ の 道 」,小 樽 商 科 大 学 人 文 研 究 叢 書 第 一
巻,1968,24頁,15頁 。
(2)CM.《ropbKoBcKHeqTeHHA-Kloo一 πeTnK)coAHflpo>KneHHHnvacaTenfi》,
H3n.《HayKa》,M"1968.
(3)《AハeKce闘MaKcHMoBHgne田KoB,nceBJLoHMMMaKcHMropbK曲 》,M.
ropbK曲.Co6paHHecoqMHeHvathB30-HToMax,ToM23,c.269.(以下,同 著
作 集 よ りの 引 用 はC.c.,T.と 略 記 す る 。)
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て森 のなかを探 した し,ま た あ る時は,彼 を と らえ る と,あ ま りに ひ ど く折 濫
を始め たので,近 所 の人び とが子供を ひ った くって,よ そ にか くまったほ どで
ある… … 父の母は早 くに死 んだ。父が数 えで九歳 の とき,祖 父 も死んで しま
った。教 父に あたる指物師 が彼を 引き取 り,彼 をペ ル ミ市 の職人 同業組合 に登
録 して,自 分 の職業を仕込 みは じめた。 しか し父はそ こか らも逃げ 出 し,盲 人
の案内をつ とめて定期市を め ぐり歩いた。十六歳 の とき ニー ジニイにや って来
くの
て,コ ールチ ソ汽船の請負 人であ った 指物師 の ところで 働 きだ した。」(「幼年
時 代』)
ゴー リキイの父 マクシム ・サ ヴァーチエ ヴ ィチ ・ペ ーシ コブの生活は,こ
れ までにはほ とん どまった く研究 され ることが なか った,と い って過言では
ない。彼 についてわれわれが知 ってい ることは,ゴ ー リキイの 自伝的 中編小
説 『幼年時代』 のなかに,祖 母 ア ク リーナと職人 グ リゴー リイが彼 について
語 ってい る共感的 な言葉 か ら浮か びあが る映像のみである。 ア 。ヴ ェ ・ル ナ
チ ャールスキイの 評言 を借 りるな らば,「 す ば らしい勇気を遺産 として息子
(5)
に伝 えた,こ の黄金の人」が,い つ,ど こで生 まれたのか,ど こで成長 し,
どの ような経歴 を辿 ってニージニイ ・ノー ヴゴロ トに暮 らす よ うにな った の
か,こ れ らについて もい まだ解 明されぬ ままにある。
前掲 『作家へ の道』 のなかで,私 は ゴー リキイの父に関す る作家 自身の言
及 を取 り上げ,「 自伝 」(1897年)と『幼年時代』(1913年)とにおけ る記述
(6)
の喰いちがいを指摘 しておいたが,双 方の記述に共通するところは一 彼の
父が,(i)かつては将校であったが部下に対す る不当な処置のために降等 さ
せ られ,シ ベ リヤに 送 られた兵士の 息子であること,(ii)シベ リヤで生 ま
れ,峻 厳な性格の親のもとを逃げ出す ことを幾度か試みた こと,こ の二点で
ある。
(4)《,IleTcTBo》.C.cりT.13,c.153.
(5)A.B.JIyHagapcKHil.C.c.,T.2,c.60.
(6)前 掲 拙 著,15頁 。
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の
マ クシム ・ペ ーシ コフは,教 会戸籍簿にはrl871年,三十一歳で死亡 」,
と記 載 され てお り,こ れか ら逆算す るとそ の生年は1840年とい うことに な
る。 これは ニ コライー世 の治世下(1825～1855)の年であ り,ゴ ー リキイの
祖父が 「ニコ ライー世に よって」 降 等 させ られた とす る,「 自伝 」におけ る
記述 と符号を一致す る もので ある。
ところで,(i)の問題 に関連 して,ニ コライー世時代におけ る兵役 とは ど
うい うものであ ったか。当時,義 務 と しての兵役 を課せ られ ていたのは,農
奴 をふ くむ農民,職 人,町 人(Me皿aHe)のみであ り,貴 族,官 吏,一 定額以
上 の納税者は この義務 を免ぜ られ ていた。徴兵 にさい し,国 は県知事を通 じ
て各市町村 の 身分別 自治組織 に対 し,壮 丁 人 口の 一定比 率に よる 徴兵 を命
じ,自 治組織 の連帯保証 の もとに兵士 を集 めた のであ る。 ここでい う連帯 保
証 とは,換 言すれぽ,各 種 自治組織 において支 配的位置にあ る人 び との個人
的裁量 に委ね られ るとい うことで もあ り,彼 らが支配権 を握 っている世界 の
環境 清掃 の意味 か ら,極 貧者,孤 児,前 科者そ の他,い わば地域 の厄介者が
まず第一 に徴兵 のいけにえ として供せ られ る,と い うことも稀れ ではなか っ
たのである。兵 役年 限はふつ う二 十五年 であった。 したが って,兵 士 として
その居住地を一度離れ た人間は,特 別の場合 を除いては,ふ たたび故郷の土
を踏む ことな く,戦 場 に,僻 遠 の駐 屯地にその老 骨を さらす ことで生涯 を終
えなけれぽ な らなか った。 この よ うに して徴兵 された一般兵 卒が将校 の階級
に昇進す ることは,き わ めて例外的な こ とであ った。将校 にな るのは,ふ つ
う,兵 役義務を免ぜ られ ていた階級の 出身者に限 られ ていた。貴族や金持 ち
の子 弟は,士 官学校その他 の軍人養成教育機 関に学 ぶか,あ るいは普通高等
教 育を受けた のち志願 して,実 務 につ くその最初か ら見習士官,あ るいは下
士官 と して 職業軍人 の経歴を 出発す るのであ った。 彼 らが 自分の屋 敷農奴
(ILBOPOBHe)を従卒 と して 伴 って任地 に赴 き,家 庭か ら多額 の仕送 りを受 け
(7)rAAO.MeTpHqecKaflKHIdraKa3aH℃Ko負nePKBHr.AcTpaxaHH3al869-
1871ro刀IH.3anHcbJ＼踵163.
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なが ら軍 隊のなか で も 《優雅な生活 》を享楽す る ことが で きた とい うこと
は,プ ーシキ ン,レ ールモ ン トフ,ト ル ス トイな どの筆 に よって も微細 に描
かれ てい るところであ る。
マ クシム ・ペ ーシ コフの父サ ヴ ァーチイは,も ちろん,こ の よ うな上流階
級 出身の将校 で あった とは 考 え られ ない。1890年代に ゴt・…一リキイの主治 医
であ った ヴ ェ ・ゾロ トニーツキイは,作 家の近親 者の言葉 として,サ ヴ ァー
くの
チイが 「シベ リヤ農民の 出身」で あ ると述べてい る。 これが事実 か否 かは確
かめ よ うもないけれ ども,い ずれ にせ よ,ゴ ー リキイの祖父は長期 にわ たる
兵卒勤務 を経て将校 に,そ れ もおそ らくは将校 の最初 の階級に数 え られた下
士官 に昇進 した もの と推 察 され る。
「自伝」におけ る ゴー リキイの言葉 に よれば,彼 の父は トボー リス クか ら
徒歩 で ニージニイ までや って来た のだ とい う。 トボ ー リスクのおお よそ の位
置 は,北 緯58度,東 経68度 に あ り,オ ビ川の支流で,新 彊 とモ ンゴールの
北部 国境付近に流れを発す るイル トゥイシ と,カ ザ フ北端か ら流れ出 る トボ
ール川 との合流点であ る。かつ て この町は,ロ シヤ帝 国の東 方経略 の前 哨基
地 と して,ロ シヤ人に よって開発 された シベ リヤ都市 の最初の一つセあ り,
カザ ヅク屯田兵や,鉱 山師,毛 皮商人,探 険家な ど,富 と海 洋への道 を もと
め る冒険家た ちの町 として知 られ ていた。 この町に は もう一つの 《栄光》が
あ った 。それは監 獄 と流刑 である。 トボー リス クには大 きな移 送監獄 を併設
す る 《流刑囚に関す る中央政府機 関 》(IlpvaKa30CC珊bHHX)カミ置かれ てい
て,自 由意思に よるシベ リヤ移住者以外はすべ て この機関の名簿 に記載 され
たのであ る。軍務 に服す る者 も例外ではなか った 。 したが って,ゴ ー リキイ
の祖 父,元 将校 で,ニ コライー世に よって降 等 させ られ た といわれ るサ ヴァ
ーチイ ・ペ ーシ コフの名は当然 この名簿 に記載 され てい なけれ ぽな らない。
しか し,ゴ ー リキイ市のエ ヌ ・ア ・ザ ブル ダーエ フが最近発表 した研究にお
(8)B.H.30πoTHHuKHH.OropbKoM(pyKonucb).Mly3e負A.1>1.ropbKoro
Br.ropbKoM.BKH.《ropbKoBcKHeqTeHH牙1968》,c.350.
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いて も,「 サ ヴ ァーチイ ・ペ ーシコフは(文 書保管所 の 協力者 たちの連絡に
くの
よると)ト ボー リス クの名簿には記載 され ていない。」 とされ ている。
ザ ブル ダーエ フの協力者たちの調査 に疎漏があ った とは考 え られ ない。 し
か し,彼 らは 《ペ ーシコフ》 とい う姓をただひたす ら忠実 に追 い求 めたので
は あるまいか。 ザ ブル ダーエ フは 調査方法につい て まった く触れ ていない
が,も しもこの姓名の追跡にのみ終 始 した とすれば,そ れが発 見 され なか っ
た として も,私 には さ して不思議 とは思われ ない。 とい うのは,か ねてか ら
私 は 《サヴ ァーチイ ・ペー シコフ》 とい う人物 の実 在については疑問を抱 い
く　の
ているか らである。さきに指摘 しておいた(ii)の点に関連す るのであるが,
《徒歩で行 く人 》 とい う意味を持つこの姓は,ゴ ー リキイの先祖が代々使用
していたとい うものではな くて,作 家の父マクシムが親のもとを離れて独立
の生活をいとなむ ようになってか ら,自分で付けた苗字ではあるまいか,と
い う疑念が私のなかでは消えないのである。早 くに母を失ない,峻 厳粗暴な
父親の折艦のもとに明け暮れて,ご く幼少の ときから家出を試みなければな
らなかった とい う少年が,困 難な道を踏み越えてヨー ロッパ ・ロシヤに辿 り
ついたとき,忌 まわ しい記憶にみたされた過去か ら解放 され,無 限の可能性
を秘めた新 しい生活への期待に胸おどらせ,自 分のなかに新 しい生命力の躍
動を感 じ取 ったとして不思議であろ うか。そ してこの感激が,過 去 との絶縁
の意味で従来の姓を投げすてさせ,新 生活の扉の前 まで自分を導いた,ほ か
な らぬ 《徒歩》にちなんだ姓を名乗 ることを少年に決意 させたとして不思議
があろ うか。 これは,も ちろん,仮 定にす ぎず,推 測の域を出るもので
はない。 しか し,こ の仮説を一応念頭に とどめて トボー リスクの名簿を吟味
するな らぽ,お のずか ら,吟味の手続 きそのものが変わ ってこよう。 《ペー
シコフ》 とい う姓が 記載 されていないな ら,ま ず第一に,《 サヴァーチイ》
(9)H.A.3a6ypAaeB.Ba6ymKaHoTeuA.IM.ropbKoro.BKH.《rop.
qTe.》,c.351.
ω 前 掲 拙 著,36頁 の 註 一 を 参 照 さ れ よ。
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とい う名を拾い上げなけれぽな らない。この名は,ロ シヤ人にさほど珍 らし
い名ではないか ら,た ちどころに数人か数十人かが浮かび上がるであろ う。
第二に,こ のなかか ら トボーリスク周辺になが く定住 した者を選び出す。こ
れは軍籍にある者 とは限 らない。除隊後,駐 屯地の周辺に土着 した兵士の数
は少な くなかったか らだ。そ して第三に,そ れぞれの 《サヴァーチイ》が住
んだ地域の 教会戸籍簿を調べて,1840年前後の 記録のなかか ら 《サ ヴァー
チイの息子マクシムの洗礼》の項 目を探 し出さなければな らない。結果は徒
労セと終わるか も知れぬが,偶 然の僥倖にでも恵 まれぬかぎり,さ しあた り,
これ以外には ゴー リキイの祖父の実在を確かめようがないと,私 には思われ
るのである。
以上の手続 きに関 して,私 はザブル ダーエフに手紙を書 き送って,私 の見
解をつたえるとともに再調査についての私の希望を表明 しておいた。私の提
案 と希望が受け入れ られ るか どうかはわか らない。 また,か りにそれが受け
入れ られた としても,結 果が現われるまでは,な お長い年月が必要 とされ よ
う。
マクシム ・ペーシ コフが ニージニィ ・ノー ヴゴ ロ トに辿 りつ く経緯 も,依
然,謎 に包 まれ てい る。 「自伝」 では,彼 は十七歳 まで親 の もとに暮 らして
いた とされてい るが,『幼年時代』 では一 わずか九歳 までであ る。 しか も,
後者では,ゴ ー リキイの父はい ったんペル ミの教父の も とに引 き取 られ,や
がてそ こを逃げ出 して十六歳 の ときに ニージニイに到 着 した こ とになってい
る。 しか も,一 人 ではな く,「盲人 の案内を して」 であ る。
ゴー リキイの誕生 や,あ とで触れ る両親 の結婚 に関す る教 会記録 は,マ ク
平ム ・ペーシ コフが 《ペル ミの町人》であ ることを指摘 してい る。 しか し,
これ らの記録 はペル ミで作成 されたのではな く,ニ ージニイの教会 で,マ ク
シム自身 の証言に基づいて作成 された ものであ る。 さ らに,マ クシ ムの教 父
が彼 を 《ペル ミ市の 同業組合》 に登録 した とい う 『幼年時代』 の叙述 に した
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が うな ら,彼 は 《町人》(Me.lrEaHMH)ではな く,《同業組合員》(ueXOBort)'と
記 されなければ な らないはず だ。19世 紀 も80年代 ともなれ ば,資 本主義的
生産の発達 と前代か らの 手工業 の衰退 に よって,職 人に おけ る 《町人 》 と
《同業組合 員 》 との身分的差別は ほ とん ど 消滅す るのであ るが,60年 代に
おいては なお大 きな意味が あった。同 じ職人 では あって も,《町人 》が 自分
で仕事場を持 って営業す るためには大 きな制約が伴 ったのであ る。
あ るいは,マ クシ ムが教 父の もとを逃げ 出 した とい うことが,そ の資格 を
失な うとい う結果を生 み出 したので あろ うか。
祖母 の言葉 を通 じて ゴー リキイの記憶 に とどめ られ ている ところでは,彼
の父は十六ない し十七歳 の ころ,そ れ は1856～1857年に 相 当す るのだが,
《盲人》 の案内を して定期市 をめ ぐり歩 いて ニージニイに辿 りついた とい う。
だが,こ の 《盲 人 》(CllenNe)とは何を意味す るのか。祖母 の回想 では,文
字 どお りの 《盲人 の》芸人たちを さ してい る,一 「あの男は また珍 しいほ
ど上手 に踊 った し,歌 もいいのを知 っていた,め くらた ちに付 いて廻 った あ
いだに習 いおぼえた もの よ。 め くらとい うものは 誰 よ りも上手 な歌 い手
く　　　
だか らの う」 と。 しか し,問 題はその よ うに単純 であろ うか。当時において
《caenHe》とい う言葉は,本 来の意味 のほかに,《cxenotinacnep'r》が偽造
旅券 の ことであ った の と同様,《 無旅券者 》,《浮浪人 》,《逃亡者 》 とい う
意味 で使われていた し,ま た シベ リヤ生活経験者 の あいだで 通用 していた
《nC}rHHil》(飛び っち ょ),あ るいは 《06paTHHK》(舞い もど り)と 同義語 で
あった。1856～1857年とい う年は,ク リ ミヤ戦争 の敗北 と,徹 底 した農奴
制主義者 であるニ コライー世 の死 とに よって,農 奴制 ロシヤの土台 がはげ し
く揺す ぶ られ始めた時期 であった。農民一揆 が欧露 の大半の県で激発 し,辺
境勤務 の軍隊のなかに さえ不穏の動揺 があ り,シ ベ リヤ各地の監獄や流刑地
では脱走事件が相次 いだ。脱走囚たちは ヴ ォル ガ河 畔に辿 りつ くと,波 止場
(11)C.c.,T.13,c.158.
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人足の あいだや 貧民窟 で,た やす く他人の旅券 を 入手 で きた 。 この よ うな
《cnenHe》に マクシ ム ・ペー シコブ少年 が出会 う可能性 は充 分にあ り得た の
であ り,こ こに も疑問は残 され るのであ る。
ゴー リキイの父は,ニ ー ジニイに辿 りついてか ら,こ こで 《指物 師 》,あ
るいは 《室内装 飾師 》の ところに 《徒 弟 》奉公を した。親方 の名は,作 家
に よっては明 らかに されなか った。 しか し,ゴ ー リキイ市 の研究者たちの長
期にわた る調査 の結果,つ ぎの こ とが明 らかに なった,ニ ジ ェゴ ロー ト
手工業管理所(自 治組織)に は,室 内装飾師 としての独立 の部門は な く,こ
の仕事 にたず さわ る者の一部は指物職 同業組合に含め られ,他 の一部は,ゴ
ー リキイの母 方の祖父 ヴ ェ ・ヴ ェ ・カシ ー リンが理事長 をつ とめていた染物
職のなかに登録 され ていた。染物職 の組合員で教会や富豪 の邸宅 の室 内装 飾
の仕事を していた人物 に チモ フ ェイ ・バザ ーノブがいた。彼 は カシー リンの
義 弟にあた り,ロ ジヂ ェヴ ェソス カヤ教 区のスエチ ンスキイ坂 に住 んでいた
のであ るが,ゴ ー リキイの父が室 内装飾 の仕事 を初めて習 うことになった の
が,ほ かな らぬ このバザ ー ロブの ところであ った。
マクシ ムが 二十歳 になった1860年ごろ,彼 は 「も う一 人前 の腕 のいい高
くゆ
等家具職人であ り壁紙職人であ り室内装飾師であった。」当時,ニ ージニイ
の人び とは,そ の天才的技{雨によって伝説的に賞揚された名工の名にちなん
くゆ
で,マ ク シ ム を 《ク リ ビ ンニ 世 》(BTopothKynva6MH)と呼 ん だ とい わ れ る 。
② 結婚 およびその周辺
「父と母は 《駆け落ち》をして結婚 した。とい うのは,祖父が,も ちろん,素
性の知れぬ,将来の見込みのない男なんぞに,自分の可愛い娘を くれるわけに
(14)
はい かなか ったか らだ。」(「自伝 」)
㈹TaM}Ke,c.153.
⑱HeMHpoBa.Heony6nHKoBaHHHeBocnoMHHaHHH.My3e首A.jM.ropbKo-
roBr.ropbKoM・BKH.yKa3.(8).
(14)C.c.,T.23,c.270.
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「…… さて,わ た しゃ,か けが えのない 自分 の娘 に,な んで も有 り合わせの,
出来 るだけ 良い着物 を着せ て,門 の外 へ連れ 出 した。 家の角に は トロイ カが待
っていた。娘が乗 る,マ クシムが 口笛 を吹 く一 行 って しも うた!わ た しは
涙 を こぼ しこぼ し家に戻 ってゆ く……」「い ま思い 出 して も 恐 ろ しい よ,こ の
無鉄 砲な仕 事 を よ!祖 父 さまは まるでけ ものの よ うに吠え たてた,一 あの
人 に した ら,こ れが 冗談 ご とか え?あ の人 は ヴ ァル ヴァー ラを眺 め ち ゃ,よ
く自慢 した もの よ。 貴族 の とこへ や るぞ.旦 那衆の とこへ!何 が貴族 さ,何
が旦那衆 さ!誰 と誰 をめあわすか とい うことは,い と聖 な る聖母 さまが わ し
らよ りもよ くご存 知 よ。祖 父 さまは火をかぶ ったみ たいに中庭 を駆け ず り廻 っ
キステ ン
て,ヤ ー コフと ミハーイ ロを呼びた て る…… 見 ると一 祖 父 さ まは 鉄 錘 を
握 った,革 紐に分銅 のついた ものを よ。 ミハーイ ロは鉄砲をつかむ。 うちの馬
は 良い馬 で,疽 が強い …… こ りゃあ追い付 くそ!そ の時,ふ と,ヴ ァル ヴ
ァー ラの守護天使 さまがわ た しに知 恵を貸 して くだす った,一 わた しゃ,ナ
イ フを探 して来 て,較 のつな ぎ革 に切 り込 みをつけ たの さ。 あわ よ くば,途 中
で プ ッツ リ切れ るか も しれね え と!そ の とお りにな った よ…… そ こでみ ん
なが手間を と らされ て,繕 い直 して教会に駆け つけた時に ゃ一 ヴァー リャと
マ ク シムは石段 の と ころに立 ってい る,婚 礼を済 ま したの さ,ほ んに まあ,神
(15)
さまのお恵みだよ!」(「幼年時代』)
ゴー リキイが祖母か ら聞いた彼の父 と母の結婚は,き わめて ロマンチ ック
な,波 瀾万丈の 物語であった,相 思の男女が 家族にか くれて 《駆け落
ち 》し,秘密裡に教会で婚礼を行なお うとする。密告。祖父の激怒。追跡。
そ して婚礼ののちも,花 嫁の父は若い人たちを呪って家には寄せつけなかっ
た…… 先年物故 したイ ・グルーズヂェフのような,す ぐれた ゴーリキイ研
究家をふ くめて,数 多 くの研究者たちがこの物語をほとんど無条件的に採用
し,そ の信愚性については疑いを抱かなかったよ うである。 しか し,両親の
婚礼に関する祖母の回想を導き出 したあとに,ゴ ーリキイが次のように付け
加えている一節を見落 としてはなるまい。
「……祖父は母の婚礼を全然ちがったふ うに描いてみせた。彼はこの結婚に
a勾C.c.,T.13,c.155.
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反対 で,婚 礼ののち母 を家には寄せ つけなか った。けれ ども彼 の話 では,母
は こっそ り婚 礼を行 なったのではな く,教 会 には彼 も列席 した とい うのだっ
た。 どち らの話 が本 当なのか,私 は祖 母に訊 きた くなか った。 なぜ な ら,祖
ロの
母 の物 語の方が ヨリ美 し くて,こ の方が ヨ リ多 く私の気 に入 ったか ら。」.
教会 の記録は 祖 父の話 の正 当性 を 証 明 してい る。 婚礼 と披露宴は,公 然
と,カ シー リン家 の人 び とその他の列席 の もとに行 なわれた。婚礼 は古式に
の っと り,新 郎は婚 礼に さい して花嫁 の家で縫 うこととな ってい る絹 のルバ
ーハを まとい,新 婦 は ヴ ェール の下に明色の花嫁衣 裳に包 まれ,手 には婚 礼
くユア　
用 の 造 花 を 持 っ て,祭 壇 の 前 に 立 っ た 。 教 会 記 録 は つ ぎ の よ うに 記 して い
る,・ 「1863年10月27日,つ ぎ の と お り婚 儀 が 行 な わ れ た 。 新 郎 ペ ル
ミ町 人 マ ク シ ム ・サ ヴ ァ ー チ エ フ ・ペ ー シ コ フ,二 十 三 歳,正 教 徒,初 婚 。 新
婦 ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト同 業 組 合 員 ヴ ァ シ ー リイ ・ヴ ァシ ー リエ フ ・カ シ ー リ ン
め 娘 ヴ ァル ヴ ァ ー ラ ・ヴ ァ シ ー リエ ヴ ァ,十 八 歳,初 婚 。 証 人 新 郎 側 一
ニ ジ ェ ゴ ロー ト同 業 組 合 員 ミハ イ ー ル ・ヴ ァ シ ー リエ ブ ・カ シ ー リ ンお よ び
テ ム ニ コ フ町 人 ヴ ァ シ ー リイ ・ク リ ケ ー エ フ,新 婦 側 ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト同
ク ペ ロ ツ
業 組 合 員 ヤ ー コ フ ・ヴ ァ シ ー リエ フ ・カ シ ー リ ンお よ び ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト商 人
く　　
ヤー コフ ・イ ヴ ァーノフ ・コチ ェー リニ コフ」
ここに見 るよ うに,ヴ ァシー リイ ・カシー リンは もとよ り,彼 の息子たち
ゴー リキイの祖母 に よれば,《 盗 まれた 》妹 の奪回のた めに銃 を持 って
マクシムを追いかけた といわれ る ミハイ ール とヤ ーコフ までが,新 郎新婦 の
それ ぞれの側 の証 人 として婚 礼の席に臨んでいた のであ る。
さらに,い ま一 つの記録が発見 され た。 これは,結 婚 当事者 のあいだに血
　 　
縁関係がない ことを 証明す る 「結婚審問」(BpaqH磁06HCK)で,結婚 の機
(16)TaM》Ke.c.156.
(ITこ の 婚 礼 用 の 造 花(BeHqvaK)は現 在,ゴ ー リ キ イ 市 の ゴ ー リ キ イ 博 物 館 に 保 存
され て い る 。
(1⑳ApxHB3arcaropbKoBcKoho6nacTH.KHHraYcneHcKothEepKBH.
ag)rocYIILapcTBeHHblitApxllBropbKoBcKoAo6nacTva,(以下,rArOと 略 記
す る 。)Φ.1047,0n.1360,r.1856,A.11,n.47.BKH.,yKa3.(g).
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縁 について 記 され,新 郎,新 婦,証 人に よる 自筆 の 署名 に よって 確認 され
た調書 である。 ここには 十項 目にわた る 記載があ るのだが,そ のなかで,
マ クシム ・ペ ーシ コフ が 「以前 に ペル ミ市 トロイ ツカヤ 数 区に 居住 した こ
と」,「新郎 と新婦 とは相 互の同意 と希望に よって婚 姻をむすぶ に至 ったので
あ り,新 婦はその両親 よ り許可を得 ている こと」が記 され てい る。さ らに,
「当年10月20,22お よび27日,わ が ウスペ ソスカヤ教会 におい て行 なわれ
た三度 にわた る合意確認(TpoeKpaTHoeo叩ameHvae)にさい し,い かな る障
碍 も表 明 されない」,「これに よ り,上 記の者 の婚儀 は,1863年10、月27日,
当教会 において,所 定 の時刻 に,双 方 の証人列席の もとに行 なわれ るべ し」
とあ り,「結婚審問」は,「新郎新婦 について ここに示 された ることはすべ て
正 当である」 とい う言葉 で結ぽれ ている。
これ らの記録は,祖 母が ものがた る 《駆け落 ち 》 の話が,あ くまで も物
語 であって 事実 をつたえ る ものではない ことを 立証す る ものであ る。 そ し
て,こ の話は,祖 母に よって,完 壁 とい っていいほ ど見事 な造型を与 え られ
た芸術的形象であ るがゆえに,孫 の記憶のなかに,ほ か な らぬ 自分に生命 を
もた らした ところの,愛 し合 う男女 のその愛 の美 しさ,激 しさ,厳 しさの規
範 として,《 事実 》 よ りもは るかに深い 《真実 》 として 刻 みつけ られた の
であ った 。
ペ ーシ コフ夫妻 の結婚 後の 生活 について,『 幼年時代』 のなかに描かれ て
く　 ラ
いる祖母の回想はほぼ次のような ものである,一 結婚後,は じめの二週間
ばか りは,若 夫婦がどこで暮 らしているか彼女にもわかなかった。やがてス
エチ ンスキイ坂にある職人たちの仕事場に住んでいることを知 らされ,彼 女
は家の者の 目を盗んで,「出来るだけのもの」を若夫婦の ところへ 運びつづ
けた。こうして長い月 日がたった。1868年2月11日,娘とその夫は結婚以
来は じめて父親の家を訪れた。 この日は特別の 日であった 謝 肉週間の最
⑳C.c.,T.23,c.156～158.
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後 の 日で,日 頃 つ も り重な った仲違いや紛争 を さっぱ りと洗い浄 め る 日と定
め られ てい る 《赦免の 日曜 日 》なのであ る。 頑 固な老人 も 若 い二人 の結婚
をすでに厳粛 な事実 として容認 しないわけにはいかなか った。娘 は臨 月 も間
近 い身 お もになっていた 。 和解 が成立 して,若 夫婦 は 老 人の家に 移 ってき
て,そ れか らまもな く男子が 出生 した。 これ がア レクセイ,す なわ ち未 来の
作家 ゴー リキイで ある。
以上の ことか ら,研 究者の あい だで も,ア レクセイがペ ーシ コブ夫妻の最
く　り
初 の子であ るかの よ うに考え られ るのが常であ った。 しか し,教 会戸籍簿 は
次 の ことを示 してい る。 ペ ーシコフ夫妻の もとには,ほ とんど毎年 の よ
・うに,子 供が生 まれ た。結婚一年後には長男 ア レクサソ ドル,1865年11月
には長女エ カチ ェリ 一ーナ,1866年12月に は次 男 ヴァシー リイ,1868年3月
には三男 ア レクセイが生 まれた。 このあ と,1869年6月には次女 ヴェー ラ,
1870年7月には四男 ニ コライ,そ して最後 に,1871年8月,vク シムの死
の直後 に五番 目の男 の子 が生 まれ,父 の名にちなんで マクシ ムと名付 け られ
た。 ここに見 るよ うに,夫 妻 のあい だには七人 の子が生 まれ たが,ア レクセ
イのほかはいずれ も短命 で,満 一歳 の誕生 日を迎える ことな く世 を去 った。
結婚直後のペ ーシ コフ夫妻を,ヴ ァシー リイ ・カシー リンが 「家に寄せ つ
け なか った」 とい う事実は ない。彼 は ウスペ ンスキイ坂 にあった 自分の屋 敷
のなかにあ る職人住宅 の一部一 物置がわ りに使 っていた下階を若夫婦 に使
用 させ た。 そ して1864年2月,カ バ ー リ・・通 りに 大 きな屋 敷を買ってそ こ
に移 ったあ とも,以 前 の住居 は ペ ーシ コフに 使 わせていたのである。1864
年 の冬か ら1865年末 にかけ て,お よそ一年 間,ペ ーシ コフ夫 妻は ニージニ
イを離れ て,近 郊の,コ ール チ ン汽船 会社 の作業現場で暮 らしていた よ うだ
が,第 二子 エカチ ェリーナが 生 まれ る前 には,ふ たたび ウスペ ンスキイ坂
で生活 を始め ていた。 さ らに,第 三子 ヴ ァシー リイの誕生 に関す る教会記録
⑫1)CM.H.rpy3双eB.ropbKHHHeroBpeM月,rocH3AaT,1>1.,1962,c,5～6.
(70) 人 文 研 究 第38輯
に よれば,1866年12月以前 に,彼 らはすでに カ・ミー リハ通 りの カシ ー リ ン
の 新 しい 屋 敷に同居 していた ことが明 らか とな る。新生児 に ヴァシー リイ と
い う名を与えた ことは,舅 に対す る マクシムの 敬意 の しる しと 考え られ よ
う。そ して,マ クシ ムが コールチ ン汽船会社 の アス トラハ ン埠頭事務所 の支
配人に任ぜ られ てニージニイを離れ るまでの五年 間,ペ ー シコフ夫妻は この
家で暮 らしてい る。
(3)《上 申書 》 をめ ぐる紛争
マクシム ・ペ ーシ コフは,ヴ ァル ヴ ァーラとの結婚 を彼女の父に 申 し入れ
た とき,近 い将来,手 工業管理所 の営業免許試験 に合格 し,自 分の仕事場 を`
開 くことを約束 したのであろ う。 結婚 直後の1864年,彼 は これ まで働いて
いた親 方の仕事場 をはなれ,自 分 で直接 コールチ ン会社の注文を受け るよ う
にな った。 しか し,同 業者の なかには,有 能 な競争者 の登場 に不安 を感 じ,
彼 に激 しい敵意を抱 く人び ともいた よ うだ。指物職 同業組合長 もまた,そ う
した人 間の一人であ った と思われ る。
1864年10月4日,マ クシムは次の よ うな 《上 申書 》を,ニ ー ジニイ市長
ヴ ァシー リイ ・ク リーモ ヴ ィチ ・ミチ ュー リンの もとに提 出 した,
「壁紙職 にたず さわ ってい る私 は.本 年初め,ニ ジェゴ ロ ・ート手 工 業 管 理所
に対 し,私 の職 能 に関す る資格試験を受けたい 旨の願 い出をいた しま した 。
そ の後,私 は,組 合長 イ ヴ ァソ ・ア レクサ ン ドロヴ ィチ ・コロー ヴ ィンお よ
び手工 業 仲買人の もとに,私 の勤務証 明書を提 出 しました。両 名は最初,こ
の ことのみを条件 に した のであ ります。
しば らくた って,組 合長 コ ローヴ ィンは,営 業行為 のゆえに,私 か ら金銭
を要求す るよ うにな りま した。私はその金 を,彼の使 いで来た ところの,管理
所 番人 ハル ランピイ ・ク ドリャーフツ ェフに手 渡 しました◎ ク ドリャーフツ
鋤Apx盟B3arcaropbKoBcKo直06澱cTH.、MeTp四ecKa兄KHHraycneHcKo勇
翼epKBHHH}KHeroHoBropoAa,q.1.
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エブは,コ ローヴ ィンに 届け るために4ル ーブ リ55コペイカの 金 を私か ら
受け取 った とい う受領証 を私 に よこしました。そ の書 き付けを,こ こに謹 ん
く　 　
で添付いたします。
管理所 との 問題はこのことによって 完全に 落着 した ものと考え,私 は再
三,コ ローヴィンに対 し,営業を行な うための免許証を交付するようにと願
い出ました。 しかるに,コ ローヴィンは,私 にはなん ら関係のない理由をも
って,必 要な証明書を交付す るかわ りに 営業許可などもっての外と考え
ざるを得ないふ うに,私 を迫害 し圧迫 し始めたのです。
しか し,手工業管理所が同業組合長 コローヴ ィソの名において,私 か ら金
銭を受領 し,営業免許証の交付を約束 していなが ら一 しか も,私 に対す る
苦情は どこか らも出ていないに もかかわ らず,今 日まで交付 しないので
あ りますか らには,私 としてはこれ らのすべてを閣下にご説明申し上げ,い
ま,管 理所によって加え られている圧迫か ら私が免がれ,向 後自由に自分の
職業に従事す ることが出来 ますよう,私に営業免許証が発行 されるように措
置を講ぜ られ ることを閣下に嘆願申し上げる次第であ ります。閣下のこ仁慈
ある処置を期待申 し上げます。
く　の
ペ ル ミ町 人 マ ク シ ム ・サ ヴ ァ ー チ エ ヴ ィチ ・ペ ー シ コ フ」
市 長 は こ の 《上 申 書 》 を 受 け 取 る と,こ れ に 次 の よ うに 書 き付 け て,手
工 業 管 理 所 に 廻 送 した,「 厳 重 注 意,妨 害 の 原 因 に 関 す る 情 報 を 本 官 の
も とに 送 り届 け る よ う,手 工 業 管 理 所 に 望 む 。」
マ ク シ ムの まわ りに は 激 しい 葛 藤 が 生 じた 。 手 工 業 管 理 所 の 役 員 た ち は コ
ロ ー ヴ ィ ンの 側 に 立 っ て,マ ク シ ムを 攻 撃 し始 め た 。 ち ょ う ど こ の 時 期,ヴ
ァ シ ー リイ ・カ シ ー リ ンが 手 工 業 管 理 所 会 頭 の 地 位 を 争 っ て敗 れ た 直 後 で も
㈲ 受領証 には次 の よ うに記 され てあ る,一 「ペ ル ミ町人 マ クシム ・サ ヴァーチ
エ フよ り,指 物 職 同業組合理 事長 イ ヴ アン ・ア レクサ ン ドロヴ ィチ ・コロー ヴ ィ
ソに渡 すため,.営業従事 に要す る営業免 許証 交付 のために受領 した。管理所 番人
ハル ラソピイ ・ク ドリャーフ ツェフが4ル ーブ リ55コペイ カを受領。」
⑫のrArO・ Φ.27,0n.638,r.1864,,[z.loo,n.45.
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あ った◎管理所 の役員たちの眼 には,マ クシムの手工業界 への進 出がそ の ま
まカシー リソの捲土重来の前 ぶれ の よ うに映 じたのであ る。
手 工業 管理所 が市長 に送 った 回答は こ うである,
「手工業管理所 は,閣 下 のお手 もとに,ペ ル ミ町人 マクシ ム ・サ ヴ ァーチエ
フ ・ベ ーシコフの上申書 を返送 申 し上げ るにあた り,管 理所 において,壁 紙
職ペ ーシ コフの専横 なる行 為に よって発生 し,過 ぐる9月9日,事 情明 白と
なって解決をみた ところの問題 に関 して報告 いたす光栄を有す るものであ り
ます,一 ヤ ロス ラーヴ リ県農民パ ーヴ ェル ・ヴ ェネヂ ク トフは,彼 が壁紙
職下 職 と してそ の下 で暮 らしたペル ミ町人 マクシ ム ・ペ ーシ コフに よる,彼
に対 しての賃金不払 いに関す る訴えを指物職 同業 組合長 コローヴ ィンの もと
に提 出 した。 ぺPtシコブは8月28日,管 理所 立ち会いの席 において,彼 が
1863年11月以降,ニ ージニイ ・ノP-一ヴゴロ トにおvXて壁紙職を営業 してい
ること,こ の期 間において数人 の下職を有 していた こと,最 近においては上
記 ヴ ェネヂク トフ,ニ ジ ェゴ ロー ト町人 イ ヴァン ・ジュラヴ リ。一フ,お よ
び徒弟,兵 士 の息子 セ ミョー ン ・イ ヴァーノフが彼 の もとで暮 らしていた こ
とを,自 筆の署名を もって供述 した。
営業免許者(MaCTep)の称号使用許可に関 して,ペ ーシ コフは 組合長 コ
ローヴ ィンに依頼 し,お よそ三 ヵ月前,彼 の もとに許可を得 るための金を提
出 した。下職については,短 期間 の雇傭であ るため管理所 の許可 を受け る こ
とを必要 とはみな さなかった。営業 免許者 の資格試験に合格す ることは可能
である。現在,彼 は引 き換え郵便に よって発送 され期限内に返送 され る旅券
の到着 を待 ってい るところで ある。 この ことを証拠 づけ るもの として,
組合長 コローヴ ィンの管理所への報告 に よれば,ペ ーシコフは,自 分のため
に も,下 職のために も,管 理所 か らの然 るべ き許可 を有 しない まま,自 由な
る居住 のための旅券 を有 しない まま,営 業を行 な ってい ることで あ る。ペ ー
シ コフは下職 ヴ ェネヂク トフへ の支払 いを完済 した。管理所 は下記の ごと く
決定 した,・ 組合長 コローヴ ィンの側か らの免許証不交付 は,合 法的行為
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であ る。ペ ーシ コフに対 しては,営 業行為 のか ど,な らびに これ も同 じ く手
工業管理所所 定の 許可 な く下職 お よび 徒弟を置いたか どで,当 管理所規約
114,119および211条に基 づき,手 工業管理所罰金規定に拠 って,総 額10
ル ーブ リ銀の罰金を課 す る。 この金額の うちには,コ ロー ヴ ィンに委託 され
すでに入金せ る4ル ーブ リ55コペイカを含 む……
この処分 とは別個 に,上 述211条に則 り,ペ ーシコフの仕事場にあ る製作
物 お よび道具類 の うち壁紙職の分をすべ て処罰 として没収す るために コロー
ヴ ィンを援助 すべ きこと,お よび,ペ ーシコフの仕事場 の道具 お よび製作物
に対す ると同 じ く,仕 事場の閉鎖 に伴 って,彼 自身 お よび被雇傭者に対 して
も法の定 め るところによって取 り扱 うよ うに との請願 を もって,ニ ジ ェゴ ロ
く　の
一 ト警察本部 に通報すべ きこと。」
市長は,こ の決定 を受け取 る と,11j月19日付けで 手工業管理所 に対 して
再度勧告 を行 な った,
「手工業管理所 は,同 業組合長 コ ローヴ ィンに対 し,ペ ル ミ町人 ペ ーシ コフ
に よる壁紙職不法営業 の監督不行届 き,お よび彼,コ ローヴ ィンの本件に関
す る手工業管理所 への報告が時機を逸 した とい うか どで,法 の定 め るところ
に よ り,即 刻,罰 金 を課す るよ う勧告 す る。罰金額の程度 は手工業 管理所罰
　　の
金 規定 に拠 って算 出すべ きで ある。」
この事件の結 末が どうであったか,確 かめ られ てはいない。 しか し,い ず
れ にせ よ,マ クシ ムは業界進 出の計画を断念 しなければな らなか った。彼 が
生涯 の最後 まで,《 同業組合員 》 の資格 を得 ることな く,《町人 》 として登
録 され ていた ことで,そ れは 明 らかだ。マクシ ムは仕事場 を閉鎖 し,コ ール
チ ン会社専属の職人 として働 くよ うにな ったσ1864年末か ら1865年にかけ
て,彼 の家族が ニー ジニイを離れ,コ ールチ ソ会社 の作業場 で過 ごした とい
うこ とは,会 社 の必要 か らとい う以上に,ニ ージニイの土地 がマク シムに と
⑫5}TaM》Ke.
㈲TaM》Ke.
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って異常 に風当た りの強い ものになっていた こ とを説 明す る ものではないだ
ろ うか 。
(4)アス トラハ ン 終焉 の地
ペ ーシコフの生活 は 楽ではなか った。 自分 の店 を 持つ とい う希望 は断た
れ,愛 児 の上にはつ ぎつ ぎと死 が襲 いかか った。 しか し,四 番 目の子供,ア
レクセイだけは ことな く満 一歳 の誕生 日も過 ぎて,す くす くと成 長 してい っ
た頃か ら,べ 一シコフ家に対 して 運命 がほほ笑みかけ 始めた ように 思われ
た。1869年の後半 ともなる と,マ クシ ムは コールチ ン汽船 会社 のなかで,
その職人 と しての技煽ばか りでな く,思 慮分別において も注 目すべ き人物 と
して衆 目の一致す る ところ とな っていた。裁判所法 が改正 され て陪審制 が採
用 され た直後の1870年,マ クシ ムは,汽 船会社 とそ の職人た ちの推薦 に よ
　ラ
り,ニ ジ ェゴロー ト地方裁判所 の陪審員に選 ぼれ た。翌年 もひ きつづ き,陪
審 員 として 法廷記録 に 彼 の名が 見 られ るが,6月 以降の 記録 には もはや な
い。 この頃,ペ ーシ コフー家 はアス トラハ ンに移住 したので ある。
のちに祖母は ゴー リキイに ものがた った,「 まもな くあの男はアス ト
ラハ ンに行 くことになった。夏,あ そ こヘ ツ ァー リさまをお迎えす るので,
お まえのお父 っつ あんが 歓 迎ア ーチを 建 てる ことを 頼 まれ たのだ よ。 あの
く　の
子 らは一番の汽船 で 出かけて行 った。」 祖母 の言葉について,ゴ ー リキイは
イ ・グル ■・一ズヂ=フ にあてた1927年8月27日 付 けの手紙 のなかで,こ うふ
れてい る,「 私 の父は歓 迎 アーチの建造にな ん らか の関与を していたは
ずだ,と 思い ます 。 とい うのは,そ れ は もち ろん汽船業者たちに よって作 ら
　
れ たのであるけれ ど,ペ ーシコフは コールチ ンの支 配人で あったか らです,
く　 　
のちのクルバ ー トブ,カールポ ヴ ァ汽船 会社 で,当時の大汽船 会社 です。」
伽 《HmKeropo双cKHery6epHcKHeBeAoMocTH》,1869,。N杢52,c.383.
㈱C.c.,T.13,c.161.
㈲ 《ApxMBA.1>S.ropbKoro》T.XI,c.ll8.
*原 文 に は 《BonrnH》 と印 刷 され て い るが 明 らか に 《KongHH》 の 誤 植 で あ ろ う。
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アーチの建造は まもな く完了 された。 この ことにふれて,当 時 の新聞 『ア
ス トラハ ン案内』 は,ア レクサ ン ドルニ世 皇帝歓迎 の記事のなかで次 の よ う
に述 べている,「9月4日 早朝,お びただ しい人垣が ヴ ォル ガの河岸一
帯を,埠 頭 に碇泊 してい るすべ ての船 を,と りわけて 《カ フカ ース と マー
キ ュ リー 》埠頭 をみた した。 この埠頭 の近 くに ロシヤ風 の 優美 な凱旋門が
建 て られ た…… 土台 の ところには アス トラハ ン湖 沼の塩が山 と積 まれ,緑
の枝に連 なる葡萄の大 きな房が 円柱 とアーチにか らみつ き,模 型 の船舶が,
黄金 色の網 とその中で き らめ く白銀の魚に蔽われた他 の漁携用具 とともに,
(30)
アーチの正面全体 を絵の よ うに飾 っていた。」
この アーチの建造 においてマクシ ムが大きな役割 りを演 じたであろ うこと
は,充 分 に信ぜ られ る。彼 が コール チ ン汽船会社 の アス トラハ ン埠頭事務所
の支配人に任ぜ られた時期 が,ほ かな らぬ アーチ建造 の企 画が樹 て られ よ う
とした時期 であ り,指 物 師 として装飾美術 の専門家 としての彼 の能力を度外
視 しては考 え られ ないか らだ。
だがマ クシ ムは,ア ーチの完成 を見 る ことはなか ったであ ろ う。 この年,
ヴ ォル ガ流域 を恐 ろ しい コ レラの流行 が襲 った。それは上流 か ら,ヤ ロス ラ
ーヴ リ県ルイ ビンスクか ら始 まって,沿 岸にひろが りなが らアス トラハ ンへ
と流れ寄せ てきた。 ヴ ォル ガのあち らこち らに曳 き舟がただ よっていた。そ
のなかには コ レラで死 んだ人び との遺体が放置 され ていた。沿岸の住民 は,
伝染 を恐れ て,曳 き舟を岸 には寄 せつけなか った。
1871年7月14日,『アス トラ・・ン案 内』紙 の記者は,ル イ ビンスク か ら
通信を送 った。一 「当地では商業活動が きわめて低調だ。 コ レラは弱 ま ら
ない。労働大衆はおびえ きっている。 ある者 は喜捨 を乞い,あ る者 は勤 めか
ク リユ ドチ ニク
ら逃げ去 る。船 の積荷 にあた って,荷 揚げ人夫た ちには一俵当た り8な い し
10コペ イカ も支払 ってい る。 昨 日は一俵 当た り30コペイカ とい う異例の価
格 で積 んだ。」同 じ号 の ニー ジニイ ・ノーヴゴロ トか らの通信では,「 サ
㈲ 《AcTpaxaHcKHAcnpaBoqHblVanHcToK》,16ceHTfl6pfl1871r.♪&111.
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ラー トフに コレラが発生 した,つ いで なが ら,こ の県の他 の町 々で もそれ は
現われ るであ ろ う。」,「タムボ フ,ル イ ビンスク その他,い くつかの町 で猛
威をふ るってい るよ うに,わ が町で もコ レラが荒れす さぶであろ うか,そ れ
とも犠牲をあ ま り大 き くない程度 に制限で きるであろ うか。」
アス トラハ ンで も 七月には コ レラ伝 染が始 まっていた。 その月の19日,
被患者の数 は260名に達 した。その うち170名は死亡 した。 このころ,大 規
模 にひ ろが った コ レラがペ ーシコフ家 に も襲 いかか ってきた。最初,三 歳 の
ア リョーシヤが コ レラに と りつかれた。マ クシムは息子 のそばに付 きっき り
で看 病に没頭 していた。 ヴァル ヴ ァーラは出産 を間近にひかえて,産 褥に あ
った。彼女 を助け るために,ニ ージニイか らアク リーナ ・イ ヴ ァーノ ヴナが
駆 けつけた。 しか し,息 子 の ア リョーシヤが高熱か ら醒めた とき,父 親の マ
クシみが コ レラに 冒され て,7月29日,三 十一歳 の若 さで世を去 った。
葬式後一 ヵ月あ まりして,ヴ ァル ヴァー ラは祖母に付 き添われ,ア リコー"
シヤ と,夫 の死の二 日後に生 まれ たばか りの赤 ん坊 を連れ て,ニ ー ジニイ ・
ノーヴゴ ロ トに向か った。父親 の栄光のためにマクシムと名付 け られた新生
児 は,ヴ ォル ガをのぼ る汽船 のなかで息 を引 き取 った。 こ うして,マ クシ ム
とヴ ァル ヴァー ラの子供たち七人の うち,生 き残 ったのはただ一人一 ア レ
クセイだけであ った。
皿 カ シ ー リソ家 の人 び と
(1)ヴ7シ ー リイ ・ヴ7シ ー リエ ヴ ィチ
「母 方の祖父 は,ヴ ォルガの曳 き舟人足 と してそ の経 歴を始め た。三年後 には
す でに バ ラフナの商人 ザ ヨー フの持 舟の船頭取締 をつ とめ るよ うにな り,そ の
後,織 物染色 の 仕事 に と りかか り,金 を儲け,ニ ージニイに 染物工場 を開い
て,手 び ろ く商売 を した。 ま もな く彼は市 内に,い くつか の家作 と,染 物 の
仕事場 を三つ所 有 して,同 業組 合 の理事長 に選 ぽれ た。 三期九 年間にわ た って
この役 をつ とめたが,そ の後,手 工業管理所会 頭 の地位 に彼 が選ばれ なか った
ことに屈辱 を感 じて,こ の役を拒絶 した……1888年,死 の まえ の年 に発 狂 し
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(31)
た 。」(「自伝 」)
ゴー リキイの母 ヴ ァル ヴ ァー ラの父であ るヴ ァシー リイ ・カシー リンに関
す ることの うち,幼 いア リ巨一シ ャが母 と祖母に連れ られ てアス トラハ ンか
らニージニイに移 り,祖 父の家に 同居 してか ら 以後 の ことについては,『幼
年時代』,『人び との中で』 の よ うな 自伝的作品 のなかに,作 家に よって見事
な造型が与え られ てい るところであ る。 しか し,そ れ以前 の祖父 の生活 に関
しては,上 にかかげた 「自伝」 の文章以上 の ものはな く,『幼年時代』 のな
かで も,祖 父の回想 として,彼 が幼少期 にナポ レオ ン戦争 に よる フランス人
の捕虜た ちを見た こ と,彼 の父親が 戦後 中南部 ロシヤを 荒 しまわ った バ シ
ル イクの徒党 とおぼ しい盗賊に斬 られ た こと,娘 の ヴァル ヴ ァーラ誕生以後
になって家運が上 り坂 に向いた ことな どが,断 片的につたえ られ るにす ぎな
いo
ゴー リキイの記憶 に よれぽ,祖 父の生年は1797年(「自伝」)であ るとも,
また1800年(『幼年時代』)であ るともされてい る。 前者は 後者に よって訂
正 された とみて よいが,さ らに後年 に至 って も,ゴ ー リキイは次の よ うに繰
り返 してい る,「 祖父は,彼 がバ ラフナで捕虜 の フラソス人を見たのは
く　ラ
12歳の と き だ っ た,と 話 し ま した 。」
しか し,イ リヤ ・グル ー ズ ヂ ェ フ が 発 見 した バ ラ フ ナ 市 ボ ク ロー フ ス カ ヤ
教 会 の 記 録 に よれ ぽ,1807年 度 の 教 会 戸 籍 簿 に は こ う 記 され て い る,一
「兵 士 ヴ ァ シ ー リイ ・ダ ニ ー ロ フ ・カ シ ー リ ンの と こ ろ で 息 子 ヴ ァ シ ー リイ
く　ラ
が 生 ま れ た,1月17日 洗 礼 。」 ま た,エ フ ・ぺ ・ ヒ ト ロ ー7一ス キ イ に よ っ
て 発 見 さ れ た 同 市 の ス パ ソ=プ レ オ ブ ラ ジ ェ ン ス カ ヤ 教 会 の 記 録 に は,ゴ ー
リ キ イ の 祖 父 母 の 結 婚 に 関 す る 記 載 が あ り,こ こ に は1831年1月 の 項 の な
か に,「18日,バ ラ ブ ナ 町 人 ヴ ァ シ ー リイ ・ヴ ァ シ ー リエ フ ・カ シ ー リ
(31)C.c.,T.23,c.69～70.
㈱H.rpy3八eB.ropbKvathHeroBpeM",c.549.
(99)TaM)Ke.
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ン は ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト 町 人 イ ヴ ァ ソ ・ヤ ー コ ヴ レ ヴ ィチ ・ム ラ ー ト フ の 娘,
(34)
未 婚 の ア ク リー ナ ・イ ヴ ァ ー ノ ヴ ナ との 婚 儀 を 行 な っ た 。」 と あ り,さ らに
ヤ ・エ ム ・カ ガ ー ンに よ っ て 発 見 され たrl834年 度 バ ラ フ ナ市 商 人 お よ び
町 人 身 分 に 関 す る納 税 人 口調 査 表 」 に よれ ぽ,「 ヴ ァ シ ー リイ ・ヴ ァ シ
ー リエ ヴ ィチ ・カ シt・dbリン27歳 。 ヴ ァ シ ー リイ ・ヴ ァ シ ー リエ フの 息 子 ミ
・・一 イ ラ ー1833年 出 生 。 ヴ ァ シ ・…tリイ ・ヴ ァ シ ・ーリヱ フ の 妻 ア ク リ
く　 ラ
ーナ21歳 。 娘 エカチ ェリv・d・一ナ2ヵ 月」 とな ってい る。
これ らの記録 に よって明 らか な よ うに,(i)ヴ ァシー リイ ・カシー リンの
生年は1807年であ り,(ii>彼が結婚 した のは24歳 で,妻 の アク リーナは,
そ の とき 「幼年時代』 のなかでいわれ ている14歳 ではな く,18歳で あった。
ヴ ァシー リイはすでに20歳 の ときか ら,商 人ザ ヨーフの船頭取 締,つ ま
り曳 き舟人足たちの頭領 で,積 荷 と運航 の責任者 として働いていた。当時に
おいて曳 き舟 による商 品運送 は,運 送業 におけ る基幹的型態 であ って,と く
に夏期 にはあ らゆ る商 品の大量 輸送が これに委ね られ ていた。 しか し,ヴ ァ
シー リイが結婚後数年を経過 した1830年代後半,ヴ ォル ガに も汽船 が登場
す るよ うにな り,曳 き舟業者は新興勢力 の汽船貨物業 者に次第 に圧 迫 されて
い った。1839年,ヴ ァシー リイの 雇傭主ザ ヨーフは,こ の汽船業者 との競
争に耐え ることがで きず,倒 産 して,ま もな く死 んだ 。失職 した ヴァシー リ
イは,家 族 をバ ラブナに残 した まま,ニ ージニイ ・ノーヴゴ ロ トに出稼 ぎに
行 き,そ こで実姉 ナヂ ェージダの夫 で,染 物業を営んでい るイ ヴァ ン ・ア ン
ドレーエ ヴ ィチ ・モ ジ ャーロフの ところで臨時雇 として働 き始 めた。モ ジャ
ー ロフは永 ら く結核療 養中であった。染物 の仕事 を短期聞の うちに習得 した
ヴァシー リイはi義兄に代 わ って店 を切 り廻す よ うになった よ うだ。1840年,
イ ヴァン ・モ ジ ャー ロフが亡 くな ったあ と,寡 婦 とな った ナヂ ヱー ジダは工
場経 営の継続 を断念 し,こ れを弟の手 に譲 り渡 した。 こ うして ヴァシー リイ
㈱ Φ.rl.XHTpoBcKHh.双oMHKKaulMpHHa.ropbKHti,1948,c.21.
㈲ 】A.rpy3双eB.ropbKH趣HeroBpeMπ,c・550.
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は,義 兄の遺産 を土台に 染物業界 への進 出が 可能 とな ったのである。 しか
し,工 場経営 が最初か ら順 調にすべ り出 したわけではな く,バ ラフナに残 し
た家族を早急に ニージニイに 呼び迎え ることは 出来 なか った らしい。 それ
は,カ シー リン夫妻 の子供 たちが八番 目まではバ ラフナで生 まれ,九 番 目の
ピ ョー トル(1843年6月生)に 至 って,よ うや くニジ ェゴ ロー トの教会 戸籍
　ヨ　　
簿 のなか に洗礼 日が見 られ るか らであ る。
十番 目の子供 として ゴe・一一リキイの母 ヴァル ヴ ァ・…一ラが 生 まれたのは1844
年 であ る。す こしずれ る計算にな るけれ ども,彼 女の誕生 の頃 を祖父母は年
来の苦労 に一一くぎ りのついた時期 と考えていた,・
「……祖母は言 った。 《お まえ さん,思 い出 して ごらんよ,わ た しが ヴァー
リャを生 んだ あ との春が どんだ け うまい具合に始 まったか!》,《 あれは48
年 の ことじゃ。ち ょうど,ハ ンガ リー進軍の時 での う…… そ うだ!あ
の年か ら神 さまのお恵みは筏に水 がかか る よ うに,わ したちの家のなかへ流
　 　
れ てきた。え 一い,ヴ ァル ヴ ァー ラのやつ…… 》」
1850～1860年代は,ヴ ァシー リイ ・カシー リンの 得意絶頂 の 時代であ っ
た。 「自伝」に述べ られ てい る よ うに,ヴ ァシー リイは商売 の上で も社 会生
活 の上 で も大成 功 を博 していた。二人の息子 ミハ イール とヤ ーコブには
それぞれ貴族 出の嫁 を持 たせ てや る ことが出来 た し(息 子たちの嫁 はいずれ
も早 く死亡 し,ミ ハイールの二度 目の嫁 は平民 の出で あった。),娘の ヴ ァル
ヴァー ラが成長 のあかつ きには もっ と格 の高 い世襲貴族 との縁組 さえ望み得'
ると彼 には思われた のであ る。
「1855年ない し1857年ニジ ェゴロー ト手工業社会芦籍台帳」の職業欄 の
なか には,ヴ ェ ・カシー リンについて,「1849年お よび1855年に染物職同業
(38)
組合理事長を勤めた」 とい う指摘がある。 また,「市公共団体選挙に関す る
岡ApxHB3arcaropbKoBcKo荊06JI.1>[eTpHqecKa月KHHraycneHcKo員UepKBH
r.H.HoBropona,1843r.,汀.95.
働C.c.,T.23,c.72.
㈱H・rpy3AeB.ropbKH直HeroBpeM分,c.550.
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手工業 団体 員名簿」では,「市 お よび 他 の部門におい ていかな る役職 にあっ
たか,か つ現 にあるか」 とい う欄に カシー リンについて,「 市公共 団体選挙
に よ り,1855年,1856年お よび1857年において染物職同業組合理事長 とし
くきの
て,1861,1862および1863年において 市会議 員 として 勤 めた。」 とい う記
載があ る。
前 に述べ た よ うに,マ クシム ・ペ ーシ コフが結婚 した頃,カ シー リンは い
ぜ ん染物 職同業組合長を 勤 めていたのであ るか ら,「 名簿」に記載 され てい
るこ との内容は,1861年以降,彼 は同業組合 長のほかに,さ らに市会議 員を
勤めた とい うことを意味す ると解 され る。
「戸籍台帳」 と 「名簿」の発 見者で ある ヤ ・エ ム ・カガー ンは,《 市会議
員 》(MaCH曲BJCyMe)の語義について次 の よ うに述べ てい る,一
「カシー リソは 行政改革以前 の市会,い わゆ る 六人制議会(UleCTvarllaCHafl
llyMa)の議員であ った。 この市会は 全部でた った 六人で構成 されていて,
カシー リンはその うちの一人 であった。議員はそれ ぞれが市 の各階層身分 の
一つを代表 していた。町人,手 工業者,商 人等 々であ る。 こ うい うわ けで,
カシー リンは ニジ ェゴロー ト六人制市会に おいて ニージニイ市 の手工業 同業
くゆ
組合員の身分を もつすべ ての唯 一の代表 者で あった 。」
おそ ら く,1863年とい う年が カ シー リンの 運命 におけ る 分水嶺 であった
であろ う。 この年を最後に,公 職や業界 の役職に彼 が就任 した とい う記録は
見 当た らない。 また この年は ヴ ァル ヴ ァーラが父の意思 に反 してマクシ ム ・
ペ ーシコフに嫁 いだ年 で もある。 この結婚 につい ては,す でに見 て きた よ う
に,結 局は ヴァシー リイ ・カシー リソも承諾せ ざるを得なかった し,娘 夫婦
を 自分の家に住 まわせた り,ま た ゴー リキイの遠縁に当た ると称す るテ レソ
チイ ・ミグノーフがい うよ うに ヴ ァシー リイ ・カシー リンは息子たち よ
㈲TaM凪e.
㈲ 分.M.KaraH.Po江Ka田HpHHHx.UHT.yKa3.KH.(38),c.551.
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(41)
りも 「新 しい婿の マクシム ・ペ ーシ コブの方 に多 くの注意を向けていた」 と
も考え られ るが,い ずれにせ よ,彼 の初志 とは違 う結果 とな った といわ ざる
を得ないであろう。そ して,彼 が婿を多少にかかわ らず援助 したとするなら
ぽ,業 界における彼の地位の失墜 と,息子たちの離反に始 まる家庭内の軋礫
もまた,マ クシムとい う人間の 出現 に まった くかかわ りがなか ったわけ では
ないのである。次第にた くましく成長す る資本主義的紡績業の前に,手 工業
的織物業 とその関連産業が 圧迫されてゆ く1870年代,家 業の衰退 と家族の
分裂を阻止 し得ない失意 とい らだちとが,老 人のなかに,か つては幸福の前
兆 で もあ った ヴ ァル ヴ ァーラを彼 の掌 中か ら奪 い去 り一家に不幸 を もた らし
た人間としてゴーリキイの父への憎悪を生み出し,経済的精神的没落の進行
とともにこの気持 も激 しく燃え上がったと考えられないだろ うか。
(4DT.E.mHryHoB.Heony6nliKoBaHHbleBocnoMvaHaHnfl.-M.y3e負A.M.
rOPbKoroBr.rOPbKOM.
ミグノー フについ て ゴー リキイは,1933年3月3日 付け の グル ーズヂ ェフ宛
書簡 のなかで,次 の よ うに書 いた,一 「私 の 《遠 い親戚 の ミグノーフ 》とはい
か な る人物 で しょ う?'あ なたに お知 らせ してお く必要 が ある と思 うのですが,
嘘をい って一 なぜだか わか りませ んが一 私 の親戚 だ と自称す る人び とが あ り
ます。 カナ ダか らさえ私 に家族 の写真を送 って よこ しま した。そ こには十 人ばか
りの男女 が写 ってい ます が,み な一 まぎれ もないユ ダヤ人です。 ザ カフ カース
の どこか には,セ ラフ ィー ム とい う名 の私 の 《血を分け た兄弟 》が住 んでい ます
が,彼 の電報 か ら判断す ると一 狂人 です。29年に は.モ ス クワヘー 人の婦人が
や って来 て,言 い ま した,一 《私 はあなた の娘 です!》 訊い てみ る一 なぜ?
《ええ,そ れ は一 と彼女 は言 うのです,-1903年 に,私 の母が その夫 と離婚
した ときにあなたがかか わ りを持 っていたか らです。そ うい うわけ で,あ なたに
は この問題 に個人的 な利害 関係が あ った はずですわ …… 》 一緒 に,詳 細に,事
件 を検討 してみ て,わ か った ことは,私 は問題に 関係が な く,し か も事件 のあ っ
た場所 か らは遠 く離れて いた とい うことです。 私 の 《ア リバイ 》の証拠 は婦人を
満足 させ,私 と彼 女は声 を合わせ て笑 った ものです。 この事 件 の話 は彼 女 の小説
家 と知己 にな りたい とい う願望 に よって考え出 され たのだ とい う印象を私 の もと
に残 して,彼 女は立 ち去 りま した。総 じて一 親戚 はた くさんい ます……」 こ
れに対 して同 じ年 の3月22日 付け で,グ ルーズヂ ェフ は ゴー リキイに書 いた,
一 「《親戚 》だ とい う ミグ ノー フは,ど うや ら,伝 説 ではな くて真実 の よ うで
す。彼は 一 ヤー コフ ・ヴァ シー リエ ヴ ィチ ・カシー リンの最初 の妻 の妹 と結婚
した テ レソチ イ ・ミグノー フの息子 です,も ちろん,ず いぶ ん遠 い間柄で はあ り
ますがね!」(《ApxHBA.M.ropbKoro》,T.XI,c.307,311.)
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カシー リソのそ の後 の生活 について多 くを語 る必要 はあ るまい。 ここでは
彼 の死についてのみ簡単 にふれてお こ う。
ゴーtリキイは,1897年の 「自伝」に述べ た よ うに,祖 父の死を1889年と
考え ていた。 しか し,祖 父の最後 の地 であるクナーヴ ィノの ウラジー ミル教
会の戸籍簿に よれ ぽ,「 ニ ジ ェゴロー ト同業組合員 ヴ ァシー リイ ・ヴァ
シー リエフ ・カシー リン,八 十歳,老 衰に よ り1887年5月1日 死亡,5月
(42)
8日教 区墓地にて埋葬 。」 とあ る。教会 戸籍簿の記載が正 しい と思われ るが,
イ ・グル ーズヂ ェフの次 の指摘は 一考に価 しよ う,・ 「ア レクセイ ・マ ク
シ ーモ ヴ ィチは,談 話のなか で,す でにニージニイに もどってか ら祖父 と出
くるわ
会 った ことについて回想 した。」教会戸籍簿に よる1887年,ゴ ー リキイは カ
ザ ン市 にあって,デ レソ コフのパン焼 き所 で働いていた。彼 が ふたたび故郷
の土 を踏 んだのは1889年5月初 めであ って,そ れ 以前 に 故郷 に立 ち寄 った
とい う形跡はない。 また,祖 父が死ぬ二 ヵ月半 まえの2月16日 には祖母が
亡 くな ってお り,こ の ことについては葬式の 《七週 間後 》,従 兄の手 紙に よ
って ゴー リキイは知 った。祖 父母 が生涯の最後 の時期 には一緒 に暮 らしてい
なか った と して も,そ の居住の場所 を従 兄た ちが知 らないはず はなか った。
彼 らが祖父の死 につ いて まった く知 らせなか った とい う理 由は明 らかではな
い。あ るいは,ゴ ー リキイが見かけた とい うのは,た だ単 に,祖 父に酷似 し
た老人の姿だ ったのだろ うか。
(2)ア ク リ ー ナ ・イ ヴ7一 ノ ヴ ナ
「わ た しもや っぱ り孤 児 で 育 った 。 わ た しの お っ母 さん は 貧 乏 な後 家 で な,か
た わ の人 だ った よ。 まだ 娘 っ子 だ った とき,旦 那 が お っ母 さん を お どか した。
お っ母 さん は 真 夜 中,恐 ろ しさに 窓 か ら飛 び下 りて,脇 腹 を くだ い て な,肩 を ひ
ど くぶ っつ け て しま った 。 そ れ で お っ母 さ ん の右 手 は,一 番 か ん じん な手 は萎
え て しも うた 。 お っ母 さん は 人 に も知 られ た レー ス編 み だ った ん だ よ。 と こ ろ
(4ZApxllB3arcaropbKoBcKo曲06n.IMeTpHqecKaHKHHraBπaAHMHpcKo直
uepKBHr.H.HoBropoAa,r.1887.
㈲ レLrpy3八eB.ropbKva荷HeroBpeMH・c.551.
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が旦 那方に ゃ用 のない ものに な って しも うた。そ れで 自由を くれ たの よ,一
自分 で好 きな よ うに暮 らすが ええ,と な。だが手が 無 うて ど うして暮 らせ るか
え?そ こでお っ母 さんは物乞 いに出た。 ……良か った よ,物 乞 いで暮 らす こ
とはの!で も,わ た しが九つ を過 ぎた とき,お っ母 さん はわ た しを連れ て物
乞い に歩 くのを肩身せ ま く思 うよ うにな った,恥 じて きた の よ。そ して パ ラフ
ナに落 ち着いた。通 りを一軒一軒頭 を さげ て,ま た祭 日に は次 か ら次へ教会 の
入 口でお あ しを集 め る。 わた しゃ,家 にい て,レ ース編み を習 う。… …二年 と
少 しで,な あ,お まえ,仕 事 を覚 えて しまった よ。 しか も町 じゅ うの評判 にな
ってな。良い仕事が 要 る とす ぐわた しらの ところへ 、 さあア クー リャ,編 棒 ひ
と振 り頼 む よ!… … ま もな くそ こへ祖 父 さまが現 われ た。Hに 立つ若者 だ っ
た。 二十 二 で,も う船夫頭 よ!祖 父 さ まの母親はわ た しに 日をつけ ていた の
よ。 女工 だ もんな,わ た しは。 乞食の娘 だ,だ か らお とな しゅ うす るだ ろ う,
(44)
とな……」(「幼年時 代』)
アク リーナ祖母 さんの姿は,ゴ ー リキイ文学においてひときわ光彩をはな
つ魅力あふれる芸術形象の一つ として,豊 饒な ロシヤ大地の栄養を吸収 しそ
の深層部か ら生い育つ民衆の慧知,そ の詩的創造精神,そ の深い愛 とねぽ り
強い忍耐力の権化として,わ れわれの心象の うちに大きな位置を占む るもの
となっている。 しか し,彼女の実像 もまた,わ れわれには必ず しも充分明 ら
かとはなっていない。その生いたちについても,従 来は上にかかげた彼女 自
身による回想か らわずかに手 がか りを引き出そ うとする他はなかった。
ゴー リキイ市のエヌ ・ア ・ザプルダーエフとその研究 グループに よって最
(45)
近発 見 された一連の記録文書 は,ア ク リーナ ・イ ヴ ァーノヴナの生活 を知 る
上で 重要 な鍵 を 提 供す るものの よ うに 思われ る。 これ に よれぽ,一 アク
リーナ ・イ ヴ ァー ノヴナの生家 ム ラー トフに関す る教会記録 の最初 の ものは
1780年であ る。
ニ ー ジ ニ イ ・ ノt・一・一ヴ ゴ ロ トの 古 い 口 碑 は,17世 紀 初 頭,リ ュ ー リ ッ ク 王 朝
(4eC.c.,T.13,c.63～64.
㈲H.A.3a6ypnaeB.Ba6ylliKaHoTe賦A.」M.ropbKoro.《ropbKoBcKHe
qTeHvafi1968》.
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の血統 が絶 えたあ と,偽 ド ミー トリイを擁立 してポー ラン ド軍 がモス クワを
占領 した動乱時代,大 工の ク ジマ ・ミニーソが外国侵 略者 たちへ の抵抗を人
び とに呼びかけた地 に,ヴ ォル ガ沿い低地 の市場 に一 勝利 を記念 して
予言者 イ ォアソ,勝 利者 イ ォアソの 教 会を建立 した,と つたえている。 当
時,こ の教 区は股賑 を誇 る商業地 であ ったが,そ の後,幾 度かの洪水 に襲わ
れ,人 家が流失 し,次 第に淋れ て貧民街 に 変わ って行 った。18世 紀末か ら
19世紀初め の予言者イ ォアソ 教会 の記録は,教 区の戸数 を 次 の よ うに職業
別に記 してい る,聖 職者1戸,軍 人2戸,郊 外地民ll戸,駅 者 斗戸,
ロの
馬車 運送 お よび 手職 に従事す る各種世襲領農民14戸 。 このなかに手工業に
従事 す る郊外地民の ムラー トフの名が あげ られ てい る。
当時の ロシヤでは,す べ ての住 民に対 して 《聖四 旬節 》,すなわ ち謝 肉週
間のあ との大斎期に,各 人が所属す る教 区教会に参 詣 して,告 解 をなすべ き
ことが義務づけ られ ていた。 これ は聖職者 の収入を補 う必要 と,住 民 の宗教
的関心 の強化 の 目的 とに よって定 め られた。告解を しない人間 については,
厳重な警告 と 懲罰 が くだ され るべ く政府に通報 されたのであ る。1780年の
「司祭 フ ヨー ドル ・ミハイ ロフが下級 僧 と共 に作成せ るニージニイ ・ノー ヴ・
グラー ト低 郊外地予言者教会告解 目録」 の うち,「 郊外地民 と そ の家族」の
項 に次 の よ うな記載 が発見 された,「 ヤ ーコフ ・イヴ ァーノブ ・ムラー
トフ 五十三歳,妻 エ レーナ ・イヴ ァーノヴナ 三十 五歳,息 子 イ ヴァソ
五歳 」 これが アク リーナ ・イ ヴァーノ ヴナの祖 父母 と父であ る。 ここには,
すでに生 まれ ていたはずの イヴ ァンの妹 アソナの名が,な ぜか記載 され てい
ない。1781年以降,ム ラー トフ家につ いて 「目録」 の記載 には家長 の名がな
く,妻 と子供た ちだけで ある。 これ につい ては,1782年に編纂 された 「納税
人 口調査表」が こ う説 明 してい る,「 ヤー コフ ・イヴ ァーノフ1780年
ロ　ラ
に五十四歳で死亡」 ここにはさらに,彼 が二度結婚 したことが記 されてい
㈹rArO,Φ.570,0n.559,r.1780,n.262,n.116.
(40rArO・ φ.570,0n.559-a,r.1780,n.262,JL116.
㈱rArO,Φ.60,0n.239,r.1782,n.45,n.193.
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る,「 初婚 に よる妻 アヴ ドーチヤ ・ヴァシー リエ ヴナは ニジ ェゴロー ト
定 員中隊兵士 の娘。1766年に 二十九歳 で死亡」,「再婚 に よる妻 エ レP・・一ナ ・
イ ヴ ァーノヴナは三十二歳,八 等文官 セ ミョーン ・オ ーシポフ ・ジュグ リー
ソが買い取 り,解 放証書 に よって解放 した屋敷農奴の娘 」
ヤー コフは極貧 の うちに生涯 を終 えた よ うであ る。彼 のあ とには資産は何
一つ 残 され なか った。 寡婦 とな った妻 は 子供た ちを抱 えて 街頭 に投 げ出 さ
れ,各 地をめ ぐり歩 いて物乞いを しなけれ ぽな らなか った。
エ レーナ ・イ ヴ ァーノヴナは夫 の死後,な がいあいだ ニー ジニイを離れ て
いて,よ うや く1790年の秋,九 年ぶ りに 故郷の教 区に もどってきて,教 会
の救護施 設 《処女 アンナ ・マ トヴ ェーエ ヴァの家 》に落 ち着 いた。 この家
には七十歳 にな る 《処女 アソナ 》 の管理 の もとに,エ レーナとそ の子供た
ちのほかに,身 寄 りのない老婆四人 と,子 供 をかかえた寡婦二人 が養われ て
いた。1791年の四 旬節 にエ レーナは,他 の人 び とと同 じよ うに,教 会 に行
って告解を行 ない聖 餐を受けた。 フ ・一 ドル司祭 の 「告 解 目録」 は記 してい
る,一 「寡婦 エ レーナ ・イ ヴァーノヴナ ・ムラー トヴ ァ 四十二歳,彼 女
(49)
の子 イヴ ァン 十歳,ア ソナ 九歳 。」 イ ヴ ァン とアンナの年令 は他 の記録
といち じる しく違 ってお り,こ の時 イ ヴァンは十 四歳 でなけれぽな らない。
十四歳 とい う年令 は,庶 民の子弟に とっては自活の道 を求めなければ な らな
い年 令であ った。おそ ら くは,エ レーナの窮余 の策 と しての虚偽の申 し立て
と察す る他 はある まい。
1795年か らこの教 会の 「告解 目録」に イ ヴァソの 名前 はな く,エ レ ・ーナ
とア ン ナだ け が記 され る こ とにな る。実際 の年令では十 八歳に達 していた と
思われ る青年 は,家 族 を離れて,自 分の運命を切 り開 くことを試みた のであ
ろ う。それか ら四年後 の1799年,「告解記録」にふたたび彼 の名が発見 され
る,一 「郊外地民,故 ヤー コフ・ムラー トブの妻エ レーナ・イ ヴ ァーノヴァ
(50)
五 十歳,そ の息子 イ ヴ ァソ ニ十三歳 。」 しか しここには アンナの名が ない
(49)rArO,Φ.570,0n.559-a,r.1791,JL109.'
〈50)rArO,Φ.570,0n.559-a,r.1799,A.546,A.104.
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彼 女の名を見 ることはそれ以降 の記録において もない。
同 じ1799年,イ ヴァソ ・ムラー トフは,警 察維持 のために住民か ら徴集
く　 ラ
さ れ た 税 金4ル ー ブ リを 初 め て 支 払 っ て い る 。 この 金 額 は,最 高13ル ー ブ
リ とす る こ の 税 の 最 低 で あ る。 彼 は この 翌 年 に は 町 を 離 れ て い た ら しい が,
1801年初 め に は 結 婚 した 。 予 言 者 イ ヴ ァ ソ教 会 の 教 会 戸 籍 簿 に よれ ば,・
「1月21日,ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト郊 外 地 民 イ ヴ ァ ン ・ヤ ー コ ヴ レフ ・ム ラ ー トブ
は,ニ ジ ェ ゴ ロ ー ト郊 外 地 民 シ メオ ソ ・ブ ァヂ ェ ー エ フ ・ム ー ヒ ソ の 娘,未
婚 の エ リサ ヴ ェ ー タ ・シ メ オ ー ノ ヴ ァ と婚 儀 。 双 方 と も に 初 婚 。 こ の婚 儀 は
司 祭 フ ヨ ー ドル ・ ミハ イ ロ フ,補 祭 ピ ョー トル ・ヤ ー コ ヴ レフ,下 僧 ニ コ ラ
く　　ラ
イ ・アキ ーモ フ,下 働 き ミハ イル ・イ ヴ ァーノ ブに よって 行 なわれた。」 と
あ る。
ア ク リーナ祖母 さんの父が ど うい う職業に従事 していたか,立 証 す ること
は 困難 である。 ソヴェー トの研究者に よって も,「 この問題 に答 え ることは
むずか しい。彼の名は不動産課税台帳に も,ニ ジ ェゴ ロー トの 《戸籍台帳 》
に も記載 されていない,一 この台帳に記載 され てい るのは財産を所有す る
者 に限 られ る。つ ま り,イ ヴ ァン ・ヤー コヴ レフ ・ムラー トフには家屋 も商
売 の施 設 もなか ったのである。彼はい っぺん も不動産税 を払わなか った し,
常設 の営業地を持 たなか った し,い か なる免許状 も受けてい なか った,つ ま
くうの
り,は っ き りした営業者 には数え られていなか った のである。」
彼 の子孫 たちには別の考え方 もあ る。中編 『人 び との中で』に よってわれ
われ には馴染み のふかい製 図師 セルゲ ーエフの息子 セルゲイ ・セル ゲーエ フ
は,イ ヴ ァン ・ムラー トフの 曾孫 にあた るが,「 ム ラー トフ家は馬具商 を営
　の
ん で い た 」 と書 い て い る 。 また,ミ ハ イ ル ・カ シ ー リソ(ゴ ー リキ イ の 伯 父)
の 孫 に あ た る エ ウ ゲ ー ニ ヤ お よ び ヴ ェ ー ラ ・ヴ ェ ソ フ シ チ コ ヴ ァは,ゴ ー リ
(51)rArO,Φ.60,0n.239-a,r.1799,A.292,n.1{〕.
㈹rArO,Φ.570,0n.559-a,r.1801,A.563,n.118.
㈱ 《ropbKoBcKHeqTeHKHl968》,c.393.
㈹C.B.CepreeB.刀laTH.M・y3etiA・M・ropbKoroBr.ropbKoM.
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キイの祖母の父が鍛冶屋で,駅 猛の馬具師であって,馬 に蹄鉄を打ち馬具を
くらの
修繕 していた,と 語 った。 しか し,彼 らはいずれ もイ ヴァソ ・ムラー トフが
死んで数十年後に生 まれた のであ り,先 祖 につい ての知識は単 に家族 の 口伝
にのみ拠 ってい るのであ る。両者の発言の喰い違 いは また,《 上流階級 》に
あ こがれ ていたセルゲ ーエフ家 と労 働者 であった ヴ ェソフシチ コフ家 の,そ
れぞれ におけ る先祖 につい てのイ メージの違いを説明す るもので しか ない。
イ ヴラソ ・ムラー トフの 結婚後 の 記録 をた どると,1802年,1803年には
「告解 目録」に も,各 種 の税徴収の記録に も 彼 の名が見 られ る し,1803年,
長女 ア レクサ ン ドラ誕生 の教会戸籍簿 では 市 内に居住を移 し,《 ニ ジェゴ ロ
ー ト町 人 》と記載 され てい ることが明 らか とな る。それ 以後は ,ほ とん ど七
年間 ムラー トフー家は ニ 一ー・一ジ ニイ を離 れ て いた ら しい 。1810年になって,彼
はふたたび故郷 に もどってきた。 この年 にはふたたび娘 の誕生が記録 されて
い る。 この年 の 「課税台帳 」には彼が3ル ー ブ リ納入 した ことが記 され てい
る。そ して,そ の後 は1817年まで この一家についての 記録は何 もない。 そ
の後 の記録か ら判断す ると,ム ラー トフー家がふたた びニージニイを離れ て
いた時期 の うちに含 まれ る1813年に,ア ク リーナ ・イ ヴ ァーノヴナ が 生 ま
れた とい うことにな る。 しか し,彼 女 の誕生 と洗礼を記載 してい るはず の教
会戸籍簿は まだ発見 されてはいない。 さ らに彼 女が結婚 した ときに も(1831
年),イ ヴ ァソ ・ムラー トフは 婚 礼の席 に出ていない し,こ の前後に もなが
く家族 と離れ て暮 らしていた よ うである。
ア ク リーナ ・イ ヴァーノヴナの父親 がひんばんに,長 期 にわた って,故 郷
を離れ ていた とい う事実は,彼 が行 商の鍛冶工 ・馬具師 であって,店 舗 をか
まえたそれ では なか った,と 推察 させ る ものであろ う。鉄道が まだなか った
当時 においては,荷 馬車運送 は曳 き舟輸送につ ぐ主要 な運輸機関であ った。
ヴォル ガが凍結 す る冬期 には もっぱ ら荷馬車 に頼 るほかはな く,ニ ージニイ
を中継地 と して,ヴ ォル ガや オカ沿いに,ウ ラルか らは鉄 と塩 を,シ ベ リヤ
65}《ropbKoBcKIIeqTeHHH1968》,c.340.
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か らは東洋 の品 々を,ヴ ャー トカや ヴ ェ トル ーガか らは穀物や獣脂を載せ て
荷馬車 の延 々た る隊列がモス ク ワに向か った。モス クワか らは絹や更紗 な ど
の衣料品,酒 や菓子類 を地方 に運 んだ 。このために車大工,鍛 冶工,馬 具師
の需要 が大 き く,彼 らは中継地や駅逓 に散 らぽ っていたほか,荷 馬車 隊 との
契約 に よって旅 程を ともに随伴 したのであった。
アク リーナ ・イ ヴァーノヴナが,ど こで生 まれ,ど こで少女期 を過 ご した
かは明 らか でないが,『 幼年時代』 のなかで 彼女 が回想す るよ うに,あ る時
期 をバ ラフナで 暮 らした ことは 信 じ得 ることである。 彼女 は結婚 の 二年前
に,家 族 とともに ニージニイに移 ってい るが,そ こで彼女たちの住 んだ場所
は カシー リン と縁続 きのモ ジ ャー ロフと同 じ教 区,聖 母昇天(ycneHvae)に
ちなむ 名を持つ ウスペ ソスカヤ教会教 区であ り,し か も1830年の 「告解 目
録」に よれぽ,モ ジャー ロフの 屋敷内に 住 んでいだ ことを 想 像 させ るよ う
に,モ ジャー ロフ家 と並んで,新 しい教区信者 と して 「イ ヴァン ・ヤ ーコヴ
レフ ・ムラー トフ 五十五歳,そ の妻 エ リザ ヴェータ ・セ ミョーノヴ ァ 四
十六歳,そ の子供 たち一 ア ク リーナ 十 七歳,マ リーヤ 十歳,マ トリョ
く　 　
一 ナ八歳」 と記 されてい る。 この ことが偶 然でない とすれぽ,バ ラフナにお
け るム ラー トフ家 とカシー リソ家 の知己が機 縁 とな ってい ると考えていいだ
ろ う。
アク リーナが結婚 後 の一時期,出 稼 ぎに行 った夫 の留守を まも り姑 の監督
の も とで数年を過 ごしたあ と,ニ ージニイへ,す でにそ こで染物工場 を経営
していた夫の もとへ行 ったのは1842年ごろであ った。 この頃 までに 彼女 の
両親 は相次 いで世 を去 っていた。 母は1836年,父 は1840年であ った。
アク リーナの父 もまたその祖 父 と同様,極 貧の うちに一生を終え,残 され た
娘 たち一 ア ク リーナの妹のマ リーヤ とマ トリ・一ナは父の借 財のために苦
しまなければな らなか った。下 の妹の マ トリョーナは まもな くセル ゲイ ・ペ
トローヴ ィチ ・セル ゲーエフの もとに嫁 いだが,マ リーヤのほ うは持病 の癩
aS)rArO,Φ.1947,0n.1360,rr.1807-1836,八.4,几188.
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滴 のために生活の 目途 が立たず,カ シー リン家 の援助 と他人 の施 しに よって
世 す ぎを していた。
曳 き舟 と荷馬車に よる 運送業 が 壊滅的打撃 を蒙 った1840年代,ヴ ォル ガ
地 方では貧窮者 の数 が激増 した。貧窮 の増大は各種 の犯罪行為の誘発 を伴 っ
た。 ニジヱゴロー トの市会は,県 知事の命令 に よ り,《貧窮 》 とのたたか い
を開始 し,一一部の 《危険な 》貧民を市外に追放 す る一方,《 同情すべ き 》貧
民 には大商人 の負担 において食費 を支給 しようと試 みた 。貧民への生活扶助
金 の支給が公布 され ると,市 会 には無数 の請願 が殺到 した。それ らのなかに
はア ク リーナの妹 「未婚の マ リヤ ・ムラー トヴァの切 な る嘆願」が含 まれ て
いた。 この嘆願書 の内容は,ム ラー トフ家の貧窮状態 を鮮 明に照 らし出す も
のである。
1846年の 日付けのあ るこの請願書は次 の よ うに述べ てい る,
「私 の父イ ヴァン ・ヤ ーコヴ レフ ・ムラー トフお よび母 エ リザ ヴェータ ・セ
ミョーノヴナは,貧 窮 の うちに死に ました。父は六年前,母 はす でに十 一年
前 にです。両親 の死後,私 には資産が何 ひ とつ残 され ませ んで した。両親 の
死後,私 は まった く貧 しい孤児 にな り,し か も癩澗病 を もち,こ の病気 のた
めに左手 が曲ってあ まり自由が利かず,そ の上左足 も曲っているのです。貧
困のゆ えに,喜 捨 を くだ さる博 愛仁慈の人 び とか らの施 し物 に よって生活 を
して まい りま した し,現 にそ うしてお ります。私は左手 が利か な く時 々癩滴
の発作が あるために,手 仕事をす ることもでき ません。で も,い ま喜捨 を乞
うことが閣下 に よって禁止 され ましたか らには,貧 しい,か たわ の孤 児であ
る私 は,ど うして も,閣 下の こ庇護に頼 らな くてはな りませ ん。 この よ うな
次 第ですので,市 会 が私の請願を採用 くだ さい ます よ う嘆願 申 し上げ ます…
　　ラ
…住居 は当市 ウスペ ンスカヤ教 区,商 人 の寡婦 ヴ ァシ リーサ ・ブルヂ ナー方。
文盲 の未婚女 マ リーヤ ・ムラー トヴ ァに代わ って,彼 女が読 み書 き不能のた
㈲ ブルヂナ ーの家は,当 時 カシー リソー家が住 んでいた モ ジャー ロフの家 と並 ん
でいた。
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め,彼 女 の個人的依頼に よ り町人 ヴァシー リイ ・カシー リソが請願書 を書 き
くさ　　
ま した。」
市会 の指示に よ り,町 人会長 コマ ロフはマ リーヤの請願を調査 し,次 の よ
うに結 論を くだ した,「Ng3151と して 審査対象 であ った マ リーヤ ・イ
ヴァーノヴナ ・ムラー トヴ ァは実際に貧窮状態 にあ り,生 計費請 願に該当す
る。」そ の後,次 の よ うな決裁 があ った,「1846年8月23日 付け市会 申
告に よ り,ニ ジ ェゴロー ト県軍知事は マ リーヤ ・ムラー トヴァに対 し,貧 窮
く　
状態 のゆ えに月額50コ ペ イカ銀 を扶助す る もの とす る。」彼 女が この扶助金
をいつ まで受給 していたか,不 明で ある。 しか し,50～60年代,カ シー リソ
家 が最 も裕福 であった ときで も,教 会記録では 「住居 を有せ ざる者」 と彼女
は記載 され ていた。彼 女はそ の生涯 の最後 まで,カ シー リン家にひ とかけ ら
のパンを も らうた めに出入 りしていた。
以上見て きた よ うに,本 節の冒頭 にかかげた ア ク リーナ祖母 さんの回想に
おけ る彼 女 自身 と彼女 の母の経 歴は,教 会記録そ の他が実証 す る事実 とい ち
じる し く喰い違 うものである。彼女 は,自 分の父親 については,あ たか も彼
が最初 か ら存在 しなか ったか の よ うに一言 も触れていなか ったが,実 際 には
父親 は,彼 女が結婚 してか ら十年近 くも生 き続けた。母親 についての彼女の
言葉 には,彼 女の祖母,母,妹 マ リーヤのそれぞれの経歴 の混 同が存在す る
よ うに思われ る。 アク リーナの母は兵士 の娘で あって農奴 の出ではな く,貧
乏では あっても乞食 では なか った。彼女 の祖母が解放農奴 であって,早 くに
寡婦 とな り,な が い年月乞食を し,教 会 の救護施設 で暮 らしたのであ る。そ
して,か たわ だった のは妹の マ リーヤだった。 しか も,マ リーヤについては
カシー リソの一族はみな良 く知 っていたはずだ。 『幼年時代』 におけ る祖母
の言葉 を通 しての曾祖母 の形象 が,下 層社 会の女 の集合的形 象 として作家 に
よって意 識的 に作 り直 され たのか,あ るいは ゴー リキイの記憶 の誤 りであっ
㈲rArO,Φ.27,0n.638,r.1846,A.39,n.54.
㈲TaM>Ke,双.39,n.73-75.
、
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たのか,あ るいはその両 方であった のか一 解明す ることは 困難であ る。 ゴ
ー リキイ 自身は1933年の グル ーズヂ ェフあて書簡 のなかで も,次 の よ うに
述べ てい るのだが,「 アク リーナ祖母 さんはけ っ して自分の父について
は語 らなか った。私の印象 は こ うです 彼 女は孤児で あった。私生児 だっ
た とい うことも 有 り得 ます。 彼女 の母 の 《赤 貧 》 と祖母 さん 自身 の幼少期
く　の
の乞食暮 らしがそれを示 してい ます。」
アク リーナ ・イ ヴァーノ ヴナ は,晩 年 には,子 供たちに 見捨 て られた ま
ま,施 し物 を集めて暮 らした。彼女 の死について教会の記録は記 している,
「1887年2月16日,ニジ ェゴロー ト町人 の寡婦 ア ク リーナ ・イ ヴァー
ノヴナ ・カシ 一ー リナ 七十 歳,老 衰 に よ り死 亡 。1887年2月18日,市 営墓
地にて埋葬。 ヤ リー ラの ヴ ォス ク レセンス カヤ教会司祭 ア ・カル マジンスキ
く　
イ。」実際には,彼 女 は 《七十歳 》 ではな くて七十 四歳で あった し,《寡婦 》
ではな く,別 居 していたにせ よ,夫 の ヴァシー リイは まだ生 きていた。 この
記録におけ る誤記は,お そ らく,彼 女の身寄 りが誰 ひ と り葬 式に立 ち会わ な
か った こ とか ら生 じた ものであろ う。
ゴー リキイは,自 伝 的中編 『私 の大学』 のなかで,祖 母 の死について次 の
よ うに書 いている,
「祖母 が死 んだ。私は彼女の死 について,葬 式の七週間後に,私 の従 兄か ら
送 って きた手紙 に よって知 った。短 い手 紙 のなかには 句読 点な しで
祖母が教会 の玄関の ところで,施 しを集めなが ら,倒 れ て足を折 った と書 い
てあ った。八 日目に 《脱疽 に とっつかれた 》。 もっ と後 にな って私は,二 人
の兄弟 と子 もちの妹一 健康 な若 い人たち が老婆 の首にかか り,彼 女 の
集めた施 しで食 っていた とい うことを知 った。彼 らは,医 者を呼 ぶだけ の知
㈹ レ1.rpy3AeB.ropbKH爺HeroBpeMA,c.552。
この 書簡 は グル ー ズ ヂ ェ フに よっ て そ の一 節 が 紹 介 され て い るだ け で,三 〇 巻
全 集 に も,ゴ ー リキ イ と グル ー ズ ヂ ェ フ の 往 復 書 簡 集 で あ る 《APXHBA.M.
「OPbKoro》T.XIにも収 録 され て い な い 。
㊨1)ApxHB3arcaropbKoBcKo員06JL1>SeTpHqecKafiKHHraBocKpeceHcKoH
llepKBvar.H.HoBropo八a,r.1887,n.26.
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恵を持ち合わせていなかったのだ。」 この文章のす ぐ後に 句読点なしの手紙
の一節が引用 されているが,そ れは次のように判読できる,
「祖母 さんをペ トロパーヴロスキイに埋めた そ こでは仲間のものがみんな
で見送った 私たちと乞食たちとが彼女を好いていて泣いた。祖父さんも泣
いて 私たちを追い出し ひとりで墓場に残 った 私たちは木の蔭か ら彼が
(62)
泣 くのを見ていた あの人 も長 い ことはないだろ う」 葬式に祖父や カシー
リソ家の人 び とが列席 した ことを証 明す る資料 はない。七週間 もた ってか ら
手 紙が送 られた とい うことは,ゴ ー リキイの従 兄が祖母の葬式 の模様 を人づ
てに聞いたのではないか と疑わ しめ るもので もあ る。
ゴ直 リキイの回想 はつづ く,
「私 は泣か なか った。ただ一一一思い出す まるで氷 の風に私が捕 え られた
よ うだ った。夜,裏 庭 の薪 のや まの上に坐 って,私 は,祖 母について,彼 女
が どんなに心か ら賢 く,す べての人び とに とって母であ ったか について,誰
か に語 りたい とい う執拗 な願望 を感 じた。 しか し誰 も話す相手が ないので,
く　ヨ　
それは語 られず に燃 え尽 きて しまった。」
祖母 の死後 八年 た った1895年12月,ゴ ー リキイ は 『サ マー ラ 新聞』 に
「アク リーナ婆 さん(ス ケ ッチ)」 と題す る作品を発表 し,そ のなかで,お そ
らく,ニ ージニイ滞在 中(1892年10月～1895年2月)に 調査 した と思われ
る資料に基づいて,「ザ ー ドニ ャヤ ・モ ークラヤ通 りの博愛 の人」 で,「施 しを
集め,副 業 と して稀 には,機 会があれ ば,す こ しは盗みを働 らき」,「つねに
く　 ラ
五人 か ら十人 もの 《孫 たち 》を養 っていた」 ア ク リーナの不慮 の災 難 と非
業 の死 の模様を描 き出 してい る。彼 女の埋葬 に立 ち会 った巡査 の ニキ フ ォー
ルイチは,《 孫 》の一人 で 《弁護士 》 と呼ぼれ る 男に語 る,「 婆 さん
は,お まえたち,ろ くでな しに とって 母親だ った。婆 さんは酒飲みだ っ
㈹C.c.,T.13,c.559.
(63TaM}Ke.
(64C.c.,T.2,c.148.
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たが,こ れ は ど うってこ とはない。盗みを した これ もまたお まえたちの
ためだ。わか るかい?だ か ら,こ うや っておれ は この人の野辺送 りに来 て
い るのだ,お まえ もそ うだろ う。それに,も しもおれが ここに派遣 され なか
った な ら,頼 んでで も婆 さんを見送 りに駆 けつけた さ…… この人には心 とい
ぐ　らラ
うものが あった。わ か ったか?」
それか らさ らに十数年を経 て,ゴ ー リキイのなかにふたたび明るい炎 とな
って燃 えた った 《執拗 な願望 》は,「すべ ての人に とって母 であ る」 ところ
の,世 界 文学 において も最 も魅力あ る形 象 の一つを生 み出 したのであ る。
③ カ シー リンの 子供 と親 戚
「……わたしにゃ十八人も子が生まれたからよ,みな生きとったとすりゃ,大
勢の人間で一つの通りが出来る,十八軒の家でよ!……だがなあ,神さまがわ
たしの血統を好いとられてか,次 から次へ わたしの赤児を天使に 召されたの
(66)
よ……」(「幼年時代 』)
こ こ に 掲 げ た ゴ ー リキ イ の 祖 母 の 言 葉 を,教 会 の 記 録 は ほ とん ど完 全 に 実
証 して い る。 ア ク リー ナ ・イ ヴ ァ ー ノ ヴ ナ が 結 婚 後 に 最 初 住 み つ い た バ ラ フ
ナ で は,ミ ハ イ ー ル(1832),エ カ チ ェ リPtナ(1833),アレ ク セ イ(1835),
ナ タ ー リヤ(1836),イ ヴ ァ ソ(1838),ヤ ー コ フ(1839),ア レ ク サ ン ドル
(1840),アン ナ(1841)の 八 人 が 生 まれ,ニ ー ジ ニ イ ・ノ ー ヴ ゴ ロ トに 移 転
し て か らは,ピ ョー トルC1843),ヴァル ヴ ァー ラ(1844),マリー ヤ(1846),
パ ー ヴ ェル(1847),ナ ヂ ェ ー ジ ダ(1849),ウ ラ ジ ー ミル(1850),ニ コ ラ
イ(1852),アレ ク サ ン ドル(1853),ア レ ク セ イ(1855)の 九 人 が 生 まれ た 。
全 部 で 十 七 人 で あ る。 しか し,ア ク リー ナ が 語 っ て い る よ うに,子 供 た ち は
相 次 い で 天 折 し,と に も か くに も育 ち 上 が っ た こ と が 確 認 で き る の は 三 人 だ
け 長 男 ミハ イ ー ル,四 男 ヤ ー コ フ,お よ び ゴ ー リキ イ の 生 み の 母 で あ る
鯛TaM》Ke,c.152.
(66)C.c.,T.13,c.33.
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ヴ ァル ヴァー ラだけであ る。
ゴー リキイの 伯 父た ちの ところに 子供 が何人 生 まれた のか,明 らかでな
い。 『幼年時代』 には,幼 い ア リョーシヤが ニージニイに着 いた とき,埠 頭
に出迎 えに来ていた カシー リンー族のなかに 「み んな私 よ り年 上で,ど れ も
　 ラ
お とな しい」「六人 ばか りの子供 たち」が いた と 書かれ てあ るが,わ れわれ
の知 るか ぎ り,カ シー リγの伯 父た ちの ところで育 ち上が った子供は,ゴ ー
リキイよ り年少 の者 を含めて五人だけであ る。
ミハイール伯父 とそ の子供 たちについて一1933年,ゴ ー リキイは,彼の も
　　 ラ
とに送 られた カシー リソの家族の写真 に次の よ うな説明を加えている,
「写真を返送 します。
1.一 ミハ イール ・ヴ ァシー リエ ヴ ィチ ・カシー リソ,私 の伯父。祖母 の
手 を棒 で打 ち くじいた男です。彼の二 度 目の妻 ナヂ ェージ ダは居酒屋店
主 チル コフの娘 。彼 らの息子は,多 分 コソス タンチーソ。
2.一 エ ム ・カシー リソの,二 度 目の妻 とのあいだの子供 たち コソス
タソチ ーソ,ニ コライ,三 番 目はなん と言 ったか,覚 えてい ませ ん。二人 は
ソルモ ヴ ォの労働者で した。い まは,お そ ら く 党員で しょう。
3.真 ん中で眼を見張 ってい るのが エ ム ・カシー リソ,両 脇 に彼 の
子供 たち。左側 の前 にいて,顎 髭をはや してい るのが 甥で,ヤ ーコフ ・
カシー リソ の 息子 ア レクサ ン ドルです……」「ミハイール ・カシー リンの と
ころには,最 初 の妻 とのあいだに 息子が いて,や は り ア レクサソ ドル とい
い,驚 くばか り人 なつ っこい男だ ったが,そ の本性では 怠 け者 で,放 浪
(69)
者 で,職 業的 な浮浪人で した。」
ミハイールの息子 ア レクサソ ドルは,幼 少の一時期,再 婚 した父の手 をは
⑯?)TaM》Ke,c.18.
㈹ イ ・グ ル ー ズ ヂ ェ フは1933年1月26日 付 け の ゴー リキ イ宛 書 簡 に 写 真 を 添 え
て送 り,次 の よ うに 書 い た 。 「も しも ご面 倒 で な け れ ば,こ の 写 真 に 写 って い る
の が 誰 か,教 え て くだ さい 。 これ が 保 存 され て い る博 物 館 で は,誰 も知 らな い の
で す 。」 この 書 簡 と写 真 は 《ApxvaBA.M.ropbKoro》T.XIに収 め られ て い る。
㈹ 《ApxHBA.M.ropbKoro》,T.XI,c.301～302.
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なれ て祖父の家に引 き取 られ,幼 い ゴー リキイ と一緒に学校 に通 った ことも
あ り,「ミハ ーイル の サーシ ャ」の愛称 でわれわれには馴染み のある人 物で
あ る。彼 について ゴー リキイは別 の書簡 のなか で,書 いてい る,一
「ア レクサソ ドル ・ミハ ーイ ロヴ ィチ ・カシー リソは私 の従 兄で,本 当 にい
い人間で した。 しか し浮浪人 で,そ れゆえ酔 っば らいで した。根 っか らの酒
飲みではないが,人 間が非常 にやわ らかす ぎて,意 志が弱 く,仲 間意識 の感
情か ら,《付 き合いのために 》飲 み,幻 想 家,拝 情 家で した。 こそ泥 の とが
で三度裁判 にかけ られ ました。 しか し,盗 みを したの も一 やは り,仲 間意
識が動機 で した。 彼 に 《身 の振 り方 》をつけてや ると,し ば ら く彼 はひ っ
そ りと,誰 に も逆 らわず に暮 らすのだが,仲 間が ニージニイの ミリオ ン
ナヤ街 の 《ぐれ ん隊 》が一一 彼 を誘惑 し,彼 は彼 らのために 窃盗を働 くの
です。 私は彼 を ニージニイか ら ク リ ミヤに 連れ て行 き,賄 付 き住宅付 きの
22ルーブ リとい う,シ メイ ーズにあ る ミリェーチ ソ伯爵領 の番人の 口を世話
しました。 しか しサ ーシ ャは,冬 のあいだ三 ヵ月ばか り過 ごす と,私 に 《ヴ
ォルガな しには生 きてゆかれぬ 》と言 って,消 えて じまった。……彼 は陽気
な,お とな しい ユーモ リス トで,歌 もまず くな く,ア コーデ ィオソを見事 に
弾 きま した。妻帯 も したけれ ど,非 常 に愛 らしい女であ る妻 とは一年 も暮 ら
さず,《 ぐれ ん隊 》 の ところへ逃げ て行 って しまい ま した 。彼の娘 は,私 の
名付 け子 で,中 学を卒業 して,医 者の ところへ嫁 にい って ます。彼 につ いて
は,ロ ッテの長編小説 『わが 兄弟 イ ヴ』 の よ うな ロマンを書 くことも出来 る
くアの
で しょう。彼 は908年,チ フスに感染 して死 に ました。」
ミハイ ールの娘 エカチ ェリーナは労働 者 ウラジー ミル ・ヴェソフシチ コフ
と結 婚 したが,ち ょうど ゴー リキイが ア レクサソ ドルの 《身の振 り方 》を
つけ るべ く配慮 していた頃,つ ま り1899年,彼 女 もまた夫 との家庭的不和
の とぽ っち りを ゴー リキイのもとに持 ち こんでいた。 この ことについては,
この年,エ カチ ェ リーナ ・パー ヴロヴナ夫人に あてた作 家の一連 の書簡 のな
㈲TaM》Ke,c.288.
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かに触れ られ てい る,「 カチ ェリーナの暮 らしは ど うなのだ ろ う。」(3
月22日),「ア レクサソ ドルに為替 で金 を20ル ーブ リ送 る。 きみは カーチ ャ
に,彼 がそれを全部飲 んで しまわない よ う気 を付 けろ,と 言いた まえ。」(3
月30日),「ヴ ォローチ カへ の 援 助あ りが と う。 だが,カ チ ェリーナの こと
では悲 しい。 とはいえ,問 題に対す るそ うい う態度 は私 には珍 し くもない。
私が到 着す るまで,つ ま り,復 活祭 までに,彼 女 が夫 の ところへ行 っていれ
ば,い いのだがね。」(4月8日 以前),「カチ ェリーナの ことは こ うしな さい
イ ェシチソに,こ のすべ てを ど うす るこ とが可 能か とたずねな さい,彼
は きみに言 って くれ るだろ う。……カチ ェ リーナにはあ ま りた くさん金 を渡
さないほ うがいい。……可 哀そ うな ヴ ォローチ カ!私 は彼が一番可哀想 だ
く　め
よ。」(10月13日),「カチ ェ リーナには あ まーい 顔 を 見 せ な さん な。」(10月
15日)… …
ヴァシー リイ とア ク リーナの息子た ちは,親 か ら分配 された財産を蕩尽 し
て しまったが,ミ ハイールのほ うは,ア レクサ ソ ドルの よ うな浮浪人 もい る
けれ ど,と もか くもデニ 人の息子 たちは まともに育 った と考 え られ る し,老
後 を息子 たちの世話 で過 ごす ことが出来た。 ところで,ヤ ーコフのほ うは ど
うであ ろ うか。
中編 「人び との中で』 の結末に近いあた りに,ア リョーシ ャが ヤーコフ伯
父 と偶然,城 壁 の下 で出会 う場 面があ る,・ それ までの数年 間に,ヤ ー コ
フはす っか り零落 して しまい,少 し前 には監獄看 守補 を勤 めた こともあ るが
囚 人に対す る手 加減 のために免職 とな り,い まは息子の世 話にな っている。
息子 は 「当時有名なル カヴ ィシニコフの聖歌 団で歌手 を していた。…… 《奴
くア　ラ
は え らい 者 に な っ た,威 張 りお っ て な!ソ リス トな ん だ 。》」
ヤ ー コ フ の 息 子 の ア レク サ ン ドル は,「 ヤ ー コ フ の サ ー シ ヤ 」 と呼 ば れ て
C7DnHcbMaKE.n。ne田KoBo首.《ApxHBA.IM.ropbKoro》,T.V,c.57,59,
61,69,71.
㈲C.c.,T,13,c.506.
ゴー リキイの家系につい て (97)
い る人物であ るが,1933年2月4日 付けの書簡 のなか で,ゴe・一リキイは彼 に
つい て次の よ うに説 明 してい る,
「……彼の母 は,彼 が数えで五つか六 つの ときに死 んだ。 ミハ イール伯父 の
最初 の妻 と同様,彼 女 も零落 した 貴族の家の 出であ った。 ア レクサン ドル
は,彼 の母が死ぬ ときに こ う言 った,と 断言 した,一 《おぼえ てお くのだ
よ,お まえには貴族 の血が流 れ てい るとい うことを!》 それゆ えサー シャ
は,聖 歌 団指揮者 ク リヴァウスの助手 であ るのに,貴 族の帽子 をか ぶ りだ し
た。 これ は まもな く警察 に よって禁 じられ たo彼 は この 《冠 りもの 》を土
木技 師の制 帽に換 えた。 しか しこれ も 不愉快 な 結 果を もた らした。 そ こで
彼はつぼ広帽をか ぶ ることにな り,そ の リボソの ところに銀の矢 を留めた。
《人び との中 で 》 の生活を彼 は レオンチイ ・ポル フー ノフの履物店 の丁稚 と
して始め,や がて手代 にな った,私 は丁 稚だ った。その後 一 彼 は歌手 にな
った,セ ルゲイ ・ル カヴ ィシニコフ 詩人 イ ヴ ァソの父 の有 名な聖歌
団で第ニ テ ノールであ った。それか ら い まー言 った よ うに 一 合 唱指 揮 者
の助 手 にな り,さ らに 《官営 ウ ォ トカ専売店 》 の 《番頭 》にな って 《計算
違 いを した 》。 裁判 にかけ られ てある刑に処 せ られ,そ れか ら騎兵下士 を志
して,非 常に斑 な馬を買い,野 原や,町 の塵芥捨 て場 にな っていた断崖の あ
た りで乗馬 ぶ りを見せび らか しなが ら,馬 術に励 んだ。 馬は断崖 の ところで
彼 を振 り落 と し,そ して 行 方知れずに消えた。 サ ーシャは足 を脱 臼 し,
左手 の指 を二本骨折 した。 このあ と,彼 は青 い眼鏡 をかけ始 め,《 葬儀社 》
を結成すべ く試 みた。……サ ーシカはヤー コフ伯父を虐待 し,苗 字で呼び,
召使 の よ うに願 で コキ使 った。胸 を患っていた老人にサモ ヴ ァールの用意 を
させ,床 を磨かせ,薪 を割 らせ,暖 炉 を焚 きつけ させ,等 々々。父親 のほ う
は息子を愛 していた,《 彼に夢 中だ った 》。拝情的 な眼で体 内に貴族 の
血を もってい る人間 を眺めていた。その眼にはかすかに灰色 の涙 を流れ 出て
いた。 ヤー コフ伯 父は私を肘で突 っついて,さ さや くのだった◎ 《サ ー シヤ
はな,え?だ 一ん ・しゃ一 くだぜ…… 》。 男爵はすげな く咳払 いを して,
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父 に 指 図 す る,《 カ シ ー リソ,お い,ど う した,サ モ ヴ ァー ル の こ とは
忘 れ た の か?》 ア レ ク サ ン ドル は12年 に 死 ん だ ら しい,ヤ ー コ フ伯 父 は 彼
くアヨ　
よ り五 年 ほ ど 早 く。」
カ シ ー リン の 親 戚 関 係 に つ い て わ れ わ れ は そ の 全 貌 を 確 か め 得 な い で い る
が,そ の な か で,ヴ ェ 。ヴ ェ ・カ シ ー リソ の 祖 父 の 姉 妹 が 嫁 い だ とい わ れ る
ドル ゴ ポ ー ロフ の 家 系 は,わ れ わ れ の 興 味 を 少 な か らず 惹 き 付 け る も の で あ
る。 ヴ ァ シ ー リイ の 四 等 親 の 叔 父 に 当 た る ヤ ー コ フ ・マ ク シ ー モ ヴ ィチ 。 ド
ル ゴ ポ ー ロ フ は 甥 と同 じ船 頭 取 締 を して い た が,彼 の と こ ろ に ア レ クサ ン ド
リヤ とい う娘 が 育 った 。 こ の娘 と ア ク リー ナ ・イ ヴ ァ ー ノ ヴ ナ は 年 令 も近
く,結 婚 以 前 か ら親 交 が あ っ た ら しい 。 ア レ ク サ ソ ド リヤ は 親 た ち の 取 り決
め に よ っ て 力 ず くで,二 ・一ジ ニ イ の 製 靴 職 人 キ リ ー ル ・ガ ヴ リ ュ ー シ ョ フ の
と こ ろ へ 嫁 に や られ た 。 数 年 後,カ シ ー リンー 家 が ニ ー ジ ニ イ に 転 居 して か
ら,ア ク リー ナ と ア レ クサ ン ド リヤ の 友 だ ち 付 き合 い は い っ そ う深 め られ
た 。 こ の 頃 に 生 まれ た ゴ ー リキ イ の 母 ヴ ァル ヴ ァ ー ラの 教 母 に な っ た の も ア
レク サ ソ ド リヤ で あ る 。 そ れ か ら 五 年 後 の1849年,ア レ ク サ ン ド リヤ の と
こ ろ に ア ソ ナ が 生 まれ た 。 こ の娘 が 後 に,ア ソ ド レイ と い う 労 働 者 と結 婚
し,夫 の 姓 で は ザ ロ ー モ ヴ ァ,す な わ ち ゴ ー リキ イ の 長 編 小 説 『母 』 の
ヒ ロ イ ン,ペ ラ ゲ ー ヤ ・ニ ー ロ ヴ ナ ・ヴ ラ ー ソ ヴ ァの 原 型,ア ン ナ ・キ リ ー
ロ ヴ ナ な の で あ る。 彼 女 は,自 分 の 幼 少 期 に,カ シ ー リソ の 家 に しぼ しぽ 出
入 り し て,ヴ ァル ヴ ァ ー ラ とは 姉 妹 の よ うに 仲 良 く暮 ら した,と 回 想 して い
る。 彼 女 の 息 子 が,『 母 』 の 主 人 公 パ ー ヴ ェル ・ヴ ラ ー ソフ の 原 型,ピ ョー
トル ・ア ン ド レー エ ヴ ィチ ・ザ ロ ー モ フ で あ る こ とは い うま で もな い 。
㈲ 《ApxHBA.M.ropbKoro》,T.XI,c.301～302.
A』eKcaHnpgl〈oBneBHqKa皿Hp}mの生年 につ いては 《1870年ごろ 》とされ
てい るが(C.c.,T.30,c.693),ゴー リキイが ここでサ ー シャが 「手代 にな った,
私は丁稚だ った」 とい うよ うに,ま た 「人 び との中で」におけ る祖 父の言葉
「サ ーシャのい うこ とを聴 くんだぞ。 お まえ よ りか 年 も上 だ し役 目も上 だか ら」
(C.c.,T.13,c.206.)のよ うに,彼 は ゴー リキイ よ り年長 で あ った と思われ る。
つ ま り,1867年以前 としなけれ ばな らない。
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